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一年間よろしくお願いいたします。（※敬称略） 

 

 

《 中川地区公民館運営方針 》 
 上山市民憲章に基づき、中川地区の風土、歴史、伝統をふまえながら健康で活力ある人づくり
を進める。その為に、地域住民の生涯各時期における研修や事業を数多く取り組むとともに、多
くの人が生き生きと活動できるように運営し基本目標の達成を図る。 

    ☆館長 山田 君夫（足ノ口）   〇事務長 佐藤 友治（高野） 

    〇地域活動推進員 柏倉 美穂（宮脇） 三瓶 良子（石崎） 

いよいよ令和 3 年度がスタートしました。中川地区の皆様には日頃より公民館事業にご理解
とご協力をいただき感謝申し上げます。今年度は指定管理制度 4 期５年間の始りの年となりま
す。様々な事業を実施してより一層地域の活性化のために職員と共に頑張っていきたいと思いま
すので宜しくお願い致します。 

◎会長 〇副会長  



 

地区の方から、可愛く

折られた折り紙をたくさ

ん頂きました。 

欲しい方はご自由にお

持ちください。 

 

            

 

 

 

 

 

 

  

 

女性学級きらり閉講式 
  ～毎日を元気に過ごそう～ ＜民生児童委員だより＞ 

中川地区民生児童委員協議会 

 認知症は、急いで治療しなくてもよい病気とは思っていませんか？今、コロ

ナ禍の中、高齢者の機能低下が懸念されています。 

 認知症を悪化させる要因として、社会的孤立・孤独があげられます。自尊心

から自分は孤独だと認めない方が多く、そのため周囲の気付きが遅れてしまう

そうです。認知機能が低下すると、外出をしなくなり、人とのコミュニケーシ

ョンなどいろいろな刺激が乏しくなります。それらを防ぐ 3つの対策は！ 

1、運動・・散歩、好きな運動で体を動かす。 

2、知的活動（頭を使う、指先を動かす）・・記憶力、判断力、計算力などの 

ゲーム。 

3、コミュニケーション・・友人との電話、手紙やはがきなどを書く。 

これから季節も変わり、暖かくなってきます。コロナ対策をしっかりしなが

ら、サロン活動・公民館活動などに参加してはいかがですか？ 

  生活上の困り事は、民生児童委員にご相談を！  

 ２月２6日(金)「令和 2年度粋いき倶楽部閉講式」が開催されました。山田館長、来賓として木村

地区会長会会長の挨拶の後、事業報告、決算見通しを報告し承認されました。 

 その後、ＤＶＤ「引っ越し大名」の鑑賞会が行われました。星野源主演、高橋一生、高畑充希など

豪華キャスト共演！本ばかり読んでいる侍が国の存亡をかけて挑む、城ごと引っ越しプロジェクト！

笑いあり、感動ありの時代劇コメディで、楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

 今年度の閉講式は、コロナウイルス感染症予防のため、旅館での会食ができずとても残念でした。

来年度は予防対策をしながら、できることを探してやっていきたいと思っています。 

 令和 2年度の「粋いき倶楽部」もこれで終了となりました。たくさんのご協力、ご支援ありがとう

ございました。また、来年度もよろしくお願いいたします。 

 令和 2年度閉講式が 3月 5日（金）に開催され、事業報告と決

算見通しが承認されました。ありがとうございました。 

 その後、つかさ花店講師による、フラワーアレンジメント（プリ

ザーブドフラワー）を作りました。赤や白、ピンク色のバラの花を

中心に、どの角度からでも綺麗に見えるように真中のオアシスにお

花を挿していくのが難しかったですが、皆さん、とても素敵にセン

ス良く可愛らしい作品が出来上がりました。最後にみんなで作品を

持って記念写真をパシャリ！！ 

 来年度も皆様にご意見を聞きながら、お花、研修、体操、体験教

室等、楽しく学べる事業ができるように考えていきますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 



県内初の精神障がい者通所授産施設（初の就労訓練施設）

であり、かみのやま病院と病院家族会と地域が設立した社

会福祉法人です。農福連携、行政や民間企業、学校等との

連携による共同開発、他分野への進出など、様々な活動が

行われています。 

施設見学はできませんでしたが、改めて各施設のことを

知ることができ、理解が深まったのではないでしょうか？

これからも、様々な行事等を通して、各施設と中川地区の

連携を強めていければと思います。 

 

 
 行事予定 

 
4/1(木)   市報・館報 

4/2(金)   中川児童センター入所式 

中川地区会長会総会 

公民館運営協議会総会 

中川地区合同懇談会 

4/5(月)  戦没者追悼式代表者会 

4/7(水)  第1回主事部・体育部合同会議 

      第1回体育部会 

4/8(木)  中川小学校、北中学校入学式 

4/9(金)   粋いき倶楽部代表者会議 

4/12(月)  中川福祉村第1回実行委員会 

4/14(水)  第1回子ども会育成会 

4/16(金)  第1回パソコンクラブ 

4/19(月)  第１回そば打ち教室 

4/20(火)  上山市地区公民館職員合同会議 

             （午前中不在） 

4/21(水)  第61回中川福祉村村議会 

4/22(木)   中川地区戦没者追悼式 

4/23(金)  第１回ウォーキング（午前中不在） 

4/27(火)  上山市地区会長会議 

      里山体験きのこ作り教室 

4/28(水)  第1回女性学級きらり開講式 

 

詩吟教室（火曜日） 4/6、13、20 

ピンポン愛好会（木曜日）4/8、15、22 

スポーツ麻雀愛好会 4/10、24（土曜日） 

          4/15（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

4/5、12、19、26 

行事予定 
 

5/7(金)  市報・館報 

三者会・中川地区会長会 

公民館運営協議会 

5/10(月) 第1回主事部会 

5/11(火) 第２回そば打ち教室 

5/14(金) 第2回パソコンクラブ 

5/17(月) 防犯協会中川支部総会 

5/21(金) 第2回女性学級きらり 

5/20(木)  食改検討会 

5/25(火) 第2回ウォーキング（午後まで不在） 

5/28(金) 第1回粋いき倶楽部開講式 

 

詩吟教室（火曜日）5/11、18、25 

ピンポン愛好会（木曜日）5/6、13、20、27 

スポーツ麻雀愛好会 5/8、22（土曜日） 

          5/13（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

5/10、17、24、31 

報道でも流れていました、４月２５日（日）【第２回山
寺・蔵王ウルトラマラソン】（中川農業者等トレーニング
センターが、50ｋｍの部のゴールと、100ｋｍの部の
折り返し地点になる予定。）ですが、コロナウイルスの影
響で延期となりました。 

お知らせ!! 

 3月2日(火)、今年度も

新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、訪問では

なく各施設長さんから公

民館に来ていただいて施

設の概要説明・質疑応答が

会長会、民生児童委員の参

加を得ておこなわれまし

た。 

【山形県立山形盲学

校】・・・山形県唯一の視覚

障がいに対応する特別支

援学校です。県内全域から

通学し、「自分の障がいと

向き合い、目標（夢）の実

現のために精一杯努力す

る幼児児童生徒を育てる」

ことを教育目標とし、特色

ある教育が行われていま

す。 

【こまくさの里】・・・平

成１０年に山形県で３番

目の精神障がい者の施設、

福祉村施設訪問 

平成３０年１０月より2年半、皆様と一緒に

楽しく過ごすことが出来ましたのも、支えてく

ださった皆様のおかげと感謝申し上げます。 

大変ありがとうございました。 

 

４月より地域活動推進員として 三瓶 良子（石崎）

が勤務することになりました。 

詳しくは、５月の館報にてお知らせします。 

よろしくお願いします 



〈
昭
和
の
幕
開
け
〉 大正天皇が四十

七
歳
の
若
さ
で
死 去し、裕仁皇太子が二十五歳で天

皇

に
即
位
（
写
真
）
し
、
昭
和
の
幕
が
開
い

た
。 明

治
維
新
後
の
日
本
で
は
、
一
世
一 元の制により、天皇の代替わりの

際

に
改
元
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
宮

中
で
は
、
大
正
天
皇
の
病
状
悪
化
を
ふ
ま

え
、
改
元
の
準
備
を
秘
密
裏
に
進
め
ら
れ

て
い
た
。  

昭
和
と
い
う
言
葉
の
出
典
は
、
中
国
古
典
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
書
経
」
と
い
う
書
物
の
一
節
で
、
世
界
の
平
和
と
、
天
皇

と
国
民
が
仲
良
く
い
く
こ
と
を
願
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
日
の
新
聞
の
朝
刊
は
、
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十

五
日
だ
っ
た
が
、
天
皇
の
代
替
わ
り
と
改
元
、
昭
和
と
い
う

元
号
の
意
味
を
報
じ
る
号
外
は
、
昭
和
元
年
十
二
月
二
十
五   

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
五
十
弾
〉 

 

「

昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 

）
」 

 

 

甲
石
地
区 
髙
橋 
正
之  

日
付
け
と
な
っ
た
。 〈昭和天皇の生い

立
ち
〉  

昭
和
天
皇
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
、
大
正
天
皇

の
長
男
・
迪
宮
裕
仁
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
た
。 大正元年（一九一二年）の大正天皇践祚

と
同
時
に
皇

太
子
と
な
っ
た
。
大
正
三
年
に
学
習
院
初
等
科
卒
業
後
、
特
別

に
設
け
ら
れ
た
東
宮
御
学
問
所
で
大
正
十
年
ま
で
学
ん
だ
。
こ

の
年
の
三
月
か
ら
半
年
に
わ
た
り
欧
州
巡
遊
を
経
て
、
父
大
正

天
皇
の
病
状
悪
化
に
と
も
な
い
、
同
十
年
十
一
月
に
摂
政
（
天

皇
代
行
）
に
就
任
し
た
。
大
正
十
三
年
一
月
に
は
久
邇
宮
良
子

と
結
婚
し
、
大
正
十
五
年
の
践
祚
を
迎
え
た
。  

昭
和
天
皇
は
、
東
宮
御
学
問
所
に
お
い
て
杉
浦
重
剛
が
講
じ

た
帝
王
学
を
通
じ
て
正
義
感
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
欧
州
巡
遊

を
通
じ
て
西
欧
的
な
合
理
主
義
に
目
覚
め
、
協
調
外
交
や
議
会

政
治
に
肯
定
的
だ
っ
た
。
趣
味
の
生
物
学
の
研
究
の
影
響
で
天

皇
の
神
格
化
に
内
心
は
否
定
的
だ
っ
た
が
、
国
家
統
治
の
都
合

上
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
た
。  

欧
州
巡
遊
時
か
ら
近
代
皇
室
史
上
初
め
て
平
服
で
マ
ス
コ

ミ
に
登
場
し
た
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
帰

国
時
は
ア
イ
ド
ル
的
な
人
気
が
あ
っ
た
。 〈大喪の葬列の模様〉 大正天皇の大喪は、二月七日夜か

ら
八
日
朝
に
か
け て行われた。宮城から葬儀場をもうけた新宿御苑ま

で

の
沿
道
に
は
、
七
日
朝
か
ら
奉
送
の
市
民
た
ち
で
う
ず
め
ら
れ

た
。
そ
の
数
は
、
約
五
十
万
人
と
い
わ
れ
る
。（
写
真
は
、
東
京
・

虎
の
門
に
お
い
て
、
大
喪
の
葬
列
を
待
つ
一
般
拝
観
者
の
模
様

で
あ
る
。
古
川
隆
久
著
「
昭
和
史
」
よ
り
） 〈当時の上山の様子〉 この時代の上山はどんな様子だった

の
か
。
写
真
は
、 山形新聞社発行の「やまがた一〇〇年」という写真集に掲載されていた昭和初期の上山市内の様子である。 旧カミン前十字路から十日町通りを写したもの。 右側の白い二階建ての建物は、今もある。当時は、一階は郵便局、二階が電話交換所だったと言う。服装は皆さん着物。履き物は草履か下駄、移動手段は自転車、車は走っていない。中央をこちらに向かって来る白いシャツの人は荷車を引いている。道路の真ん中に子供をおんぶし、犬を引いて横切る子守がいる。左側 

の
電
柱
の
陰
に
荷
車
が
写
っ
て
い
る
が
、
側
面
に
「
健
康
」

と
い
う
文
字
が
あ
る
の
で
、
薬
売
り
の
荷
車
の
よ
う
で
あ

る
。
道
路
は
、
土
埃
が
立
ち
そ
う
な
砂
利
道
が
続
い
て
い

る
。
こ
れ
が
昭
和
初
期
の
上
山
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の

風
景
で
あ
る
。 〈当時の上山

の
出
来
事
～
平
成
二
十
六
年
三
月
発
行

「
上
山
市
史
年
表
」
よ
り
〉 ・大正八年三月 上山

町
営
水
道
が
完
成
す
る
。 ・同八年九月 上山町内（長清水を除く）に

電

灯
が
点
燈
さ
れ
る
。 ・同十年五月 小倉

地
内
の
塩
坪
川
の
水
を
利
用
し

て
塩
坪
発
電
所
の
設
立
が
許
可
さ
れ
る
。 ・同十一年三月 村尾要助が月岡城の

外
堀
跡
に

お
い
て
上
山
最
大
の
湯
源
を
掘
り
当
て
る
。 ・同十二年六月 西郷村ほか四か村に電

灯
が
点

燈
す
る
。 ・同十五年

六
月 
郡
制
の
廃
止
に
よ
り
南
村
山
郡
役

所
が
廃
止
と
な
る
。 ・同十五年三月 山

形
県
か
ら
第
二
回
目
の
朝
鮮 入植十戸が送り出され、二十戸の部落が完

成

す
る
。 （次回は、

日
本
の
領
土
、
人
口
に
つ
い
て
記
述
す
る
予

定
で
す
。
）  2 

〈
明
治
維
新
後
の
国
の
動
き
〉 日本は、慶応三年（明治

元
年
・
一
八
六
八
年
）
一
月
、

王
政
復
古
の
大
号
令
が
な
さ
れ
、
武
家
支
配
の
封
建
社
会
か

ら
天
皇
が
統
治
す
る
国
家
に
変
わ
っ
た
。 明治政府は、その後、西南の役（

明
治
十
一
年
）
等

の
国
内
動
乱
を
乗
り
切
り
、
明
治
二
十
二
年
二
月
に
大
日
本

帝
国
憲
法
を
発
布
、
皇
室
典
範
も
制
定
し
天
皇
主
権
に
よ
る

国
の
統
治
機
構
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
翌
年
十
月
に
は
教
育

勅
語
を
発
布
し
て
、
天
皇
が
治
め
る
国
家
で
あ
る
こ
と
を
確

固
た
る
も
の
に
し
た
。 その後、日清戦争

（
明
治
二
十
七
～
二
十
八
年
）
、
日

露
戦
争
（
明
治
三
十
七
～
三
十
八
年
）
、
日
韓
併
合
（
明
治 四十三年）を経て、明治四十五年七月、大正天皇が践祚（せんそ）され大正時代に移った。 大正時代に入ると、大正三年に第一次世界大戦が勃発し日本も参戦した。大戦後、結成された国際連盟に加盟し国際社会にデビューするが、大正十二年「関東大震災」に見舞われ、震災の復旧に苦慮することになる。そして震災三年後の大正十五年（一九二六年）十二月二十五日、長く病魔と闘っていた大正天皇が崩御し、昭和を迎えるのである。  



                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川地区戦没者追悼式 
 ４月２2 日（木）地区会長会主催の「中川地区戦没者

追悼式」が執り行われました。来賓の方々を始め、会長

会の方々にご臨席いただき、戦没者の方々の御霊を供養

致しました。私達にできることは、今のこの平和と繁栄

は、多くの方々の尊い犠牲の上に築かれていることを忘

れず、この平和を守り継承していくことです。平和の中

にいると忘れてしまいがちですが、「中川地区戦没者追悼

式」を通して、戦争による悲しみを思い、幸せな毎日を

過ごせる大切さを改めて考えた一日となりました。 
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公民館だより 

4月 21日(水)第 61回中川福祉村村議会が開

催されました。コロナウイルスの現状を踏まえ、

「蔵王山頂清掃とつつじ祭り」「笹巻宅配事業」は

中止とし、その後の予定は状況を見ながらになり

ますが、令和 3年度事業計画・予算案など承認い

ただき、今年度の事業を行うこととなりました。

先が見えない状況の中で、事務局としてもより一

層気を引き締めてやっていきたいと思っており

ます。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

中川地区公民館運営協議会総会   ― より身近な公民館に － 
 令和 3年度中川地区公民館運営協議会総会が4月 2日(金)に開催

されました。今年度の協議会会長には冨塚和彦氏(薄沢)、副会長には

松田勝巳氏(甲石)が選任され、各地区の会長さんからなる協議会役員

にて令和 3年度事業計画、予算について承認されました。今年度も

コロナウイルスと戦いながらのスタートではありますが、昨年はほ

とんどの事業を中止せざるを得ない状況でしたので、今年度は昨年 

よりも充実した公民館事業内容になるように、さらに中川地区が活 
性化するため皆様方のお力をお借りしながら役職員一同がんばって行きたいと思っております。

皆様方、是非、公民館事業に積極的に参加して頂けますよう宜しくお願い致します。 

 地区会長 子ども会育成会  公民館主事 体育部 
会長 冨塚 和彦（薄沢） 山口 淳 （泉川） 部長 工藤 政憲（小倉） 髙梨 嘉大 （蔵王） 
副会長 松田 勝巳（甲石） 山田 杏伊（足ノ口） 副部長 木村 信幸（甲石） 五十嵐 清已（糸目） 
副会長  渡邉 英令（高野）    

  

◎会長、〇副会長 ◎部長、〇副部長が決まりました。 

よろしくお願いいたします。（※敬称略） 

※（変更になりました）公民館主事（泉川）山口 佳美 

http://nakagawa-1.net/


 

 

    

 ４月より中川地区公民館の地域活動推進員として勤務しております。どうぞ
よろしくお願いいたします。  

会員３３名。満開の桜をバックに

気持ちよくスタート！ 

会員 2３名。単発事業時より参加し

ていた会員さんのボールが早い！！ 

会員 19名。いつも楽しそうな笑い

声が聞こえてきます♫ 

会員 12名。木村豊治さん講師の

もと、念願の再開です。 

会員 7名。最初はWordの文字

入力！どんどん難しくなります。 

会員 8名。講師 齋藤陸州氏。詩

吟が大好きな仲間です。 

会員 23名。第１回は寄せ植え。 

講師はペンションアップルの佐藤さんです。  

会員 12名。１回目は葉山コース。

テラポイトは石井昇（坊平）さんです。  

     

 
「中川村誌」（大正
９年８月発行の復
刻版）を中川地区会長会
にて発行いたしました！！

各地区に4部ずつ配布いた

しますが、個人的に欲しい

方は１部税込１ ,０００円

にてお譲りしますので、公

民館までご連絡ください。  

４月２７日（火）中川小学校とのふる

さと学習「きのこ植菌体験教室」が開

催されました。３年生１３名が木村

豊治さん、公民館館長、事務長に教え

てもらいながら、原木にドリルで穴

をあけ、なめこの菌 1駒を差し込み

木づちで叩きます。貴重な体験をし、

みんなから楽しかったと感想をいた

だきました！来年の秋頃たくさんの

なめこを届けられるといいな～。 



 

《 公民館単独 》 
詩吟教室(月3回) 
そば打ち教室(月1回)  
パソコンクラブ (月1回) 
女性学級きらり(月1回) 
ウォーキング教室（4月～10月計7回） 
グラウンドゴルフ愛好会（週1回4月～11月） 
ピンポン愛好会（週1回） 
スポーツ麻雀愛好会（月3回） 
しめ飾り作り （12/19（日）） 
単発型募集事業 
 

行事予定 

6/2(水)  三者会、中川地区会長会 

公民館運営協議会 

6/7(月)   市報、館報 

6/8(火)  第１回自衛消防訓練       第3回女性学級きらり 

6/9(水)  第3回パソコンクラブ 

6/11(金) （午後職員不在） 

  防犯協会中川支部四役会 

6/13(日) さわやかコンサート   

6/15(火)  第3回そば打ち教室   

6/18(金)  防犯協会中川支部幹事会 

6/22(火) 中川福祉村だより編集委員会 

6/25(金) 第2回粋いき倶楽部 

6/27(日) 第3回ウォーキング（協会） 

詩吟教室（火曜日） 6/1、8、15 

ピンポン愛好会（木曜日）6/3、10、17、24 

スポーツ麻雀愛好会 6/12、19（土曜日） 

          6/24（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

5/7、14、21、28 

 

中川地区公民館運営協議会が開催され、令和3年度の年間計画が決定、そしてスタートし

ました。 

《 福祉村関係 》 
10/10(日)  中川福祉村運動会 
11/6(土)～7(日) 福祉村文化産業まつり 
3/2(水)    中川福祉村施設訪問 

《 防犯協会中川支部 》 
5/17(月)  防犯協会中川支部総会 
8/1(日)   中川地区夏の安全パレード 
9/10(金)   中川支部防犯診断 
11/26(金)  防犯協会中川支部研修会 
 

《 子ども会育成会 》 

7/29(木)   わんぱく広場 

9/26(日)   中川地区少年少女球技大会 

1/8(土)～9(日)  少年少女ﾐﾆﾊ゙ ｽｹｯﾄﾎ゙ ﾙー大会 

1/21(金)    雪と遊ぶ会 

《 主事部・体育部 》 

6/13(日)   中川地区さわやかコンサート 

7/4(日)   中川地区グラウンドゴルフ大会 

8/22(日)   中川地区ソフトボール大会 

《 中川地区会 》 
4/22(木)  中川地区戦没者追悼式 
9/12(日)   中川地区敬老会 
1/7(金)   中川地区合同新年祝賀会 
2/5(土)    笑いと健康のつどい 

《 高齢者対象 》 

中川粋いき倶楽部（年９回） 

高齢者教室（軽スポーツ大会、研修旅行） 

     

行事予定 

5/7(金)   市報・館報 

   三者会・中川地区会長会 

公民館運営協議会 

5/10(月)  第2回主事部会 

5/11(火)  第2回そば打ち教室 

5/14(金)  第2回パソコンクラブ 

5/17(月)  防犯協会中川支部総会 

5/18(火)  中川食改健康教室・食改検討会 

5/21(金)  第2回女性学級きらり  

5/24(月)  第1回体育部会 

5/25(火)  （午前職員不在）

5/28(金)  第1回粋いき倶楽部開講式 

詩吟教室（火曜日） 5/11、18、25 

ピンポン愛好会（木曜日）5/6、13、20、27 

スポーツ麻雀愛好会 5/8、22（土曜日） 

          5/13（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

5/10、17、24、31 

 

 

 

６月１３日（日）開演１５時００分、中川農業者等トレ

ーニングセンターにて「上山ベンチャーズ」によるコン

サートを開催します。５月14（金）より、先着66名

限定（小学生以上）で募集いたします。詳しくは、５月

の地区回覧のチラシをご覧ください。 

 

 

  

 

５月１８日（火）１０時００分より 中川地区公民館集会室 



       
っ
て
か
ら
は
、
経
済
的
に
貧
し
い
沖
縄
か
ら
移
住
す
る
人

が
増
え
、
移
住
者
は
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
ま

で
に
五
万
人
を
数
え
た
と
言
わ
れ
る
。 同群島は、後に太平洋戦争にお

い
て
ア
メ
リ
カ
軍

と
の
激
戦
地
と
な
る
。
さ
ら
に
、
領
土
と
は
み
な
さ
れ
な

い
が
、
他
国
の
領
土
で
あ
り
な
が
ら
統
治
権
が
及
ぶ
場
所

と
し
て
租
界
が
あ
っ
た
。
明
治
中
期
か
ら
中
国
の
天
津
と

漢
口
に
あ
っ
た
。
ほ
か
に
上
海
の
共
同
租
界
（
日
本
を
含

む
列
国
が
共
同
で
管
理
）
に
も
日
本
人
が
い
た
。
租
界
と

は
、
経
済
活
動
に
対
す
る
徴
税
は
中
国
が
行
う
べ
き
な
の

に
日
本
側
が
行
っ
て
お
り
、
地
域
で
生
じ
た
経
済
利
益
が

日
本
に
取
ら
れ
る
と
い
う
事
に
な
る
の
で
、
植
民
地
の
一

種
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ

ツ
か
ら
奪
っ
て
一
時
植
民
地
と
し
て
い
た
山
東
省
に
も
日

本
人
が
い
た
と
い
う
。 以上が大日本帝国

の
領
土
・
植
民
地
等
で
あ
っ
た
。

（
領
土
等
の
位
置
関
係
は
、
末
尾
の
写
真
の
と
お
り
。
） 〈昭和初期の人口〉 昭和初期の日本の人口は、昭和五年（一九三〇年）の国勢調査によれば、内地が約六、四四五 万人、うち朝鮮国籍の人（当時の言葉で朝鮮人）が約四十二万人いたとされる。朝鮮は、約二、一〇五万人、台湾は約四六〇万人で、いずれも内地籍の人（内地人）は数十万人程度とごく少数だった。領土全体の人口は、合計九、一七九万人、うち内地人は六、五二六万人だった。なお、山形県の人口は、一〇八万人（二〇一九年六月現在一〇八万人）だったとされる。 植民地を合わせれば一億人近い人口があった が、三分の一は言葉も文化も異なる人々であり、しかもこの人たちは内地人に支配される存在であった。終戦まで日本は、正式には大日本帝国と称していたが、元来は外国の異文化の人びとの居住地を領域として支配するようになっていたという点で、まさしく帝国だった。 〈中川村の人口〉  

大
正
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
中
川
村
誌
」（
著
者
・
甲
石

の
鈴
木
光
蔵
氏
）
に
よ
れ
ば
、
中
川
村
の
大
正
九
年
の
戸

数
（
世
帯
数
）
、
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ  

を
現
在
の
統
計
と
比
較
し
て
紹
介
す
る
。 （ ）内は、平成二十九年十月一日

現
在
の
世
帯
数
、
人

口
で
あ
る
。
世
帯
数
は
大
幅
に
増
え
、
人
口
は
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
農
家
の
大
家
族
か
ら
核
家
族
へ
と
変
化
し
た
こ
と
と
日
本

が
農
業
中
心
か
ら
工
業
中
心
に
変
化
し
て
い
っ
た
傾
向
が
顕
著

に
現
れ
て
い
る
。 （注）「中川村

誌
」
の
人
口
合
計
が
四
、
八
二
五
人
と
な
っ
て

い
る
が
、
検
算
よ
り
も
八
十
八
人
程
多
い
。
理
由
は
不
明
。 （次回は、中川地区がどんな姿をしていたのか、各

地
区

の
屋
敷
群
に
つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。
）  

お
ら
ほ
の
中
川
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〈
植
民
地
を
持
つ
「
帝
国
」
だ
っ
た
〉 昭和に改元する当時、日本はど

ん
な
形
を
し
て
い
た のであろう。 当時の日本の領土は、北海道、本州、四国、九州 のほか、明治維新後に編入した沖縄、樺太南半分、朝鮮、台湾及びこれらの周辺の島があった。このうち、明治維新（一八六八年一月）の前から日本の領土と見なされていた北海道、本州、四国、九州は、当時は内地（ないち）、戦後は本土と呼ばれた。樺太、朝鮮、台湾は、法的には別扱いで、外地（がいち）と呼ばれていた。樺太は、日露戦争に勝利したことから明治八年（一八七五年）にロシアから、台湾は日清戦争（明治二十七～二十八年）で勝利したことから明治二十八年（一八九五年）に獲得し、朝鮮は、明治四十三年（一九一〇年）に大韓帝国を併合したものである。これらの地域は、日本の領土でありながら、法的には憲法や内地の法令が適用されなかった。 そのほか、領土に類するものとして、関東州租借地、南満州鉄道付属地、委任統治領（南洋群島）があった。租借地とは、中国の遼東半島に位置し、日露戦争でロシアに勝ってロシアから獲得した関東州租借地である。南満州鉄道付属地は、日露戦争で日本が獲得した区域で、関東租借地とつながっていた。同鉄道の路線や駅の周辺行政権の大部分を日本が持つというものだった。南満州鉄道は、日露戦争後に日本政府が設立した南満州鉄道株式会社が管理運営していた。この会社は、鉄道だけでなく、この地域で日本がロシアから引き継いだ権益（付属地の行政の大部分や炭鉱など）の管理運営も行っていた。同社は、単なる民間の鉄道会社ではなく、植民地管理機関の一面ももっていたので、社長（後に総裁と改称）は政府が任命し、赤字が出ても日本政府が補償した。（末尾の写真は、満州鉄道沿線を警備する独立守備隊。後に関東軍に編入された。） 南洋群島は、第一次世界大戦時に日本がドイツから奪い、第一次大戦後の一九二〇年（大正九年）に発足した国際連盟から日本が統治を委任された地域である。 もともとの住民は五万人程度で、委任統治領にな   

 金谷・甲石 泉 川 仙石・糸目 高野・薄沢 

戸数（世帯数） 135(227) 32 (39) 93 (78) 75(286) 

人 口 1,101(711) 242(133) 669(258) 656(838) 

 永野・蔵王・坊平 権現堂・足の口 小倉・棚木 計 

戸数（世帯数） 69(110) 94 (82) 77(120) 575(942) 

人 口 647(323) 765(290) 657(331) 4,825(2,884) 
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公民館だより 

５月 28日（金）令和 3年度中川粋いき倶楽部の開講式が、中川地区公民館集会室で開催されました。今年

度は会員２８名での活動開始となります。 

開講式では、地区会長会 冨塚和彦会長よりご挨拶いただき、続いて、昨年度の事業報告・今年度の予定・

予算案の承認をいただいて、各地区の班長さんの選任を行いました。 

その後、上山市教育委員会スポーツ振興課のハンナ・エヴァ・マチェイコ国際交流員を講師にお迎えし、『ポ

ーランドをもっと知ろう！』のテーマで特別講演を開催いたしました。ハンナさんが日本を好きになったきっ

かけや上山での生活など、自己紹介から始まり、ポーランドの位置、歴史、文化、経済や上山との関わりなど、

様々なことを教えていただきました。感心したり笑いありの中、あっという間の１時間となりました。 

粋いき倶楽部は年９回の事業が開催されます。コロナウイルスの影響で、昨年のように変更・中止等もある

かもしれませんが、感染予防に努めながら、皆さんの学びの場を少しでも作れるようにしていきたいと思って

おりますので、多くの会員さんの参加をお待ちしております。今年度も一緒に楽しく学んでいきましょう。 

５月 17日(月)防犯協会中川支部総会が開かれ、鏡吉実支部長の挨拶に続

き、上山警察署駅前交番の柴崎貴文巡査部長に上山市の犯罪状況など貴重な

お話を頂戴しました。空家侵入、自転車盗難、電話・はがきを用いた特殊詐

欺などが連日発生しているとのこと。戸締りや自転車は無施錠にしない、固

定電話は留守番電話にしておくなど、「自分の身は自分で守る」努力が必要

となってきます。さらに「自分たちのまちは自分たちで守る」ために一人一

人が防犯意識を高め、地域が警察と協力、連携し犯罪・盗難・詐欺被害に遇

わないよう気を付けましょう。防犯協会は毎年独自に「防犯診断」をしてい

ますので、自分たちの地区は自分たちで守る意識を心がけましょう。 中川地区担当 駅前交番 

柴崎 貴文 巡査部長 

http://nakagawa-1.net/


 

 

 

 5月 25日（火）第 2回「宮生クアの道」ウォーキ

ング教室が会員９名の参加で開催されました。宮生地

区公民館の駐車場をお借りして、テラポイトの石井さ

んを先頭にいざ出発！！急ではないけれど、しばらく

続くのぼり坂が思った以上に厳しかったですが、休憩

を取りながら皆さんといろんなお話ができて、楽しい

時間を過ごすことができました♫ 

 5月 21日（金）第 2回女性学級きらりでは、つ

かさ花店さんよりご指導いただき、会員８名の参加

で「フラワーアレンジメント」が行われました。初 
 5月 18日（火）中川地区食生活改善推進協議会主

催の地区健康教室（講演会）が開催され、１２名が参

加し、「歯周病予防について」というテーマで、上山

市健康推進課 鑓水麻里主査よりお口の健康の大切

さを学びました。歯周病は痛みがなく進行し、心臓

病・脳梗塞・糖尿病など様々な病気を引き起こすリス

クがあり、毎日の予防・早めの治療が必要となってき

ます。 

 

 ≪歯周病予防法≫ 
① 口腔ケア（歯垢を取り除く） 

1． 歯磨き 

2． 歯間部の歯垢を取り除く 

3． 歯科医院でのメンテナンス 

 

② 生活習慣を整える（リスクを取り除く） 

1． 規則正しい生活で抵抗力をつける 

2． 食生活 

3． 喫煙について 

 

「健康な身体は健康なお口から」です！！ 

おいしいものをおいしく食べるためにも、毎日の生

活習慣を見直してみませんか？ 

 

上山市の新議長に就任 

長沢 長右衛門さん（小倉） 

５月１７日（月）の本会議にお 

いて、議長改選が行われ、長沢長右衛門さんに

満場一致で決まりました。（これまでに、２度の

副議長を経験されております。） 

壇上で「公正公平を大切に、円満で活発な議

会運営に努める」と決意を表明し、また、「市の

活性化は上山の各地区の活力が源泉になる。議

会の機能を発揮し、執行部と力を合わせて市民

の期待に応え得る上山を創生する」と力を込め

て語っています。 （山形新聞５/１８付抜粋） 

めに、大きなセロームの葉、次にガー

ベラや緑のカーネーション、赤と緑の

アンスリュームなどを低い位置にま

とめ、最後に２本のタンチョウアリウ

ムを挿していきました。タンチョウア

リウムの位置や高さで趣がガラッと

変わり、一人ひとり個性的でとても素

敵な作品が出来上がりました♪ 



 

行事予定 

 

6/2(水)  三者会、中川地区会長会 

公民館運営協議会 

6/7(月)   市報、館報 

6/8(火)  第１回自衛消防訓練       第3回女性学級きらり 

6/9(水)  第3回パソコンクラブ 

6/11(金) 防犯協会中川支部四役会 

6/13(日) さわやかコンサート   

6/15(火)  第3回そば打ち教室   

6/18(金) 防犯協会中川支部幹事会 

6/22(火) 中川福祉村だより編集委員会 

6/25(金) 第2回粋いき倶楽部 

6/27(日) 第3回ウォーキング（協会） 

 

詩吟教室（火曜日） 6/1、8、15 

ピンポン愛好会（木曜日）6/3、10、17、24 

スポーツ麻雀愛好会 6/12、19（土曜日） 

          6/24（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

6/7、14、21、28 

 

 
グラウンドゴルフ大会 

日時 令和3年7月4日（日） 

   午前9時～12時終了予定 

場所 中川地区公民館 広場 

参加資格 小学1年生から一般までの中川地区民 

※小学生は保護者もしくは責任者が同伴すること。 

参加料 無料 

申込み ６月の地区回覧チラシの参加申込書に記 

入し、6月24日（木）まで、各地区体育 

委員へお申込み下さい。 

※雨天時は、中川農業者等トレーニングセンターで 

フライングディスク大会や輪投げ大会を行いま

す。内ズックを持参して下さい。 

詳しくは地区回覧チラシをご覧ください！ 

1. マスクの着用 

2. 来館時の手指の消毒 

3. 会議・教室等で来館された方には検温を
しておりますが、家で検温してきていた

だけると、よりスムーズです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中川村誌」（復刻版） 
今月号のおらほの中川「昭和考、問わ

ず語り」（甲石地区 髙橋正之氏）の中

にも出てきております「中川村誌」。 

まだ在庫がございますので、欲しい

方は１部１,０００円（税込）にてお譲

りしますので、公民館までご連絡くだ

さい。 

コロナウイルス感染症予防に関して 
公民館来館の際のお願い  

  行事予定 

 

7/1(木)   市報・館報 

7/2(金)   三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会, 

路線バス対策協議会 

7/4(日)     中川地区グラウンドゴルフ大会 

第2回体育部会 

7/6(火)   第3回粋いき倶楽部(職員不在) 

 7/9(金)     第4回パソコンクラブ 

         活動交付金審査委員会 

 7/13(火)  第4回女性学級きらり 

7/19(月)  第4回ウォーキング 

7/27(火)   第4回そば打ち教室 

7/29(木)  わんぱく広場 

7/30(金)  市報・館報・福祉村だより 

       

詩吟教室（火曜日） 7/6、13、20 

ピンポン愛好会（木曜日）7/1、8、15、29 

スポーツ麻雀愛好会 7/3、31（土曜日） 

          7/15（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

7/5、12、19、26 

皆さんの作品を掲載してみませんか？ 

短歌、俳句、和歌、川柳など、なんでも構

いません。経験者、初心者誰でも OK で

す。館報に掲載いたします。随時募集しま

すので、お問い合わせ下さい。皆さんの作

品をお待ちしております。 

ご協力お願い
致します。 



     
 

 

〈
昭
和
初
期
の
中
川
村
の
姿
〉  

中
川
村
は
、
昔
ど
ん
な
村
の
形
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
、
ど
の
よ
う
に
道
路
が
切
れ
、
ど
の
よ
う
に
家
が
建
ち
、

ど
の
よ
う
に
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
の
か
？ 今は、住宅地図があり一軒ごとに各

集
落
の
姿
が

わ
か
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
グ
ー
グ
ル
を
使
え

ば
、
写
真
ま
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
を
映
像
で
見

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
昔
は
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
？
上
山
城
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
な
が

ら
、
興
味
に
駆
ら
れ
て
い
た
。  

そ
ん
な
中
で
、
平
成
三
十
年
秋
、
郷
土
史
研
究
会
の
知

人
か
ら
甲
石
が
生
ん
だ
偉
人
・
鈴
木
光
蔵
氏
が
大
正
九
年

に
編
集
し
た
「
中
川
村
誌
」（
こ
の
程
、
中
川
地
区
会
長
会

が
復
刻
版
を
発
刊
。
）
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、

同
誌
の
巻
末
に
地
区
全
体
の
村
落
を
著
し
た
地
図
が
つ
い

て
い
た
。
こ
れ
を
眺
め
て
い
る
と
、
私
が
昔
見
た
村
の
原

形
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
。 この本は、中川村を紹介する本として発刊

さ
れ

た
本
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
今
か
ら
約
百
年
前
の
こ
の

地
の
姿
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
地
図
は
、
中
川
村

を
東
西
に
著
し
た
も
の
で
西
は
須
川
か
ら
東
は
蔵
王
山
頂

ま
で
を
三
万
分
の
一
で
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。    お

ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
二
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の 
４ 
）
」  

 〈中
川
村
の
歴
史
〉   

こ
の
地
は
、
古
く
は
中
川
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）
町
村
制
の
実

施
に
伴
い
、
金
谷
、
泉
川
、
仙
石
、
高
野
、
永
野
、
権
現

堂
、
小
倉
の
七
ケ
村
が
中
川
村
に
統
合
し
、
金
谷
に
役
場

が
置
か
れ
た
。（
写
真
は
、
同
金
谷
役
場
で
あ
る
。
現
中
川

地
区
公
民
館
に
掲
示
。
）   

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
こ
の
中
川
村
は
、
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
年
）
十
月
、
町
村
合
併
に

よ
り
上
山
市
と
な
る
ま
で
存
続
し
、
戦

時
中
は
、
こ
の
村
が
行
政
や
議
会
の
中

心
と
な
っ
た
。
（
こ
の
役
場
は
、
金
谷

集
落
の
東
端
に
所
在
し
て
い
た
。
昭
和

三
十
七
年
こ
ろ
高
校
か
ら
ガ
ス
カ
ー

で
下
校
し
、
行
在
所
か
ら
我
が
家
ま
で

歩
い
た
際
、
役
場
出
張
所
と
し
て
稼
働

し
て
い
た
よ
う
に
記
億
す
る
。
）  

図
一
～
中
川
村
西
部 （

次
回
は
、
中
川
村
中
部
、
東
部
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。
） 

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
地
図
は
、
そ
の
地
図
を
集
落
中
心

に
三
等
分
し
た
も
の
で
あ
る
。  

〈

中
川
村
西
部
〉  

写
真
の
図
一
は
、
泉
川
、
糸
目
、
仙
石
、
甲
石
、
金
谷
、

足
ノ
口
の
集
落
の
家
並
が
写
っ
て
い
る
。
写
真
の
右
側
を

上
下
（
東
西
）
に
走
る
直
線
は
、
蔵
王
鉱
山
か
ら
上
山
駅

ま
で
架
設
さ
れ
て
い
た
索
道
で
あ
る
。
集
落
周
囲
の
シ
ミ

の
よ
う
に
色
づ
け
さ
れ
た
部
分
は
、
濃
い
所
が
田
ん
ぼ
、

薄
い
所
が
畑
で
あ
る
。 糸目、仙石から泉

川
に
か
け
て
は
田
ん
ぼ
が
広
が
っ

て
い
る
。
未
だ
土
地
改
良
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
昔
の
川

が
南
北
に
走
っ
て
お
り
、
農
道
も
昔
の
ま
ま
南
北
に
通
じ

て
い
る
。
甲
石
周
辺
も
集
落
の
西
方
に
白
山
神
社
、
台
の

坂
ま
で
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
。
金
谷
は
、
集
落
の
周

囲
が
畑
で
覆
わ
れ
、
集
落
の
西
に
お
寺
（
称
念
寺
？
）
の

表
記
が
あ
る
。
現
在
工
業
団
地
の
真
ん
中
を
泉
川
か
ら
金

瓶
に
走
る
道
路
は
既
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 金谷から足ノ口に至る道路は現在の工

業
団
地
の

東
側
を
通
り
通
じ
て
い
る
。
足
ノ
口
の
集
落
周
辺
に
は
、

西
側
に
は
田
ん
ぼ
が
、
権
現
堂
寄
り
に
は
畑
が
広
が
っ
て

い
る
。 泉川

か
ら
台
の
坂
を
登
り
甲
石
に
至
る
直
線
道
路
は
既

に
出
来
て
い
る
。「
村
誌
」
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
同
道
路
は
、

明
治
二
十
六
年
十
二
月
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
糸
目
か
ら
仙
石
の
集
落
の
下
（
西
側
）
を
通
り
台
の

坂
を
経
由
し
て
金
谷
の
南
に
入
る
道
路
が
表
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
道
路
は
、
明
治
期
に
出
来
た
と
さ
れ
る
。
足

ノ
口
か
ら
は
、
権
現
堂
に
通
じ
る
道
路
が
二
通
り
あ
っ
た

様
で
あ
る
。
そ
の
道
路
が
権
現
堂
の
両
所
の
宮
の
前
で
合

流
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蔵
王
参
り
の
旧
道
が
当
時
も
生

き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
金
谷
集
落
の
東
側
端
道
路
の
南

側
に
あ
る
大
き
な
四
角
の
建
物
は
、
昔
設
置
さ
れ
て
い
た

小
学
校
と
み
ら
れ
る
。
甲
石
の
長
老
の
話
と
一
致
す
る
。

小
学
校
の
道
を
挟
ん
で
足
ノ
口
よ
り
に
表
記
さ
れ
た
建
物

は
役
場
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
国
道
十
三

号
の
下
に
位
置
す
る
。 もちろん蔵王長寿

園
は
な
い
。
糸
目
や
仙
石
、
甲
石
、

金
谷
の
集
落
が
ほ
ぼ
現
状
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る
。
甲

石
に
は
、
苅
田
嶺
神
社
の
周
辺
を
廻
立
地
区
と
表
記
し
て  

い
る
。
甲
石
に
限
っ
て
は
、
昔
の
集
落
を
走
っ
て
い
た
通 路や家々が表記され、今の集落の原形が見て取れる。（私が高校生であった昭和三十七年には、この道路であった。）  
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公民館だより 

 公民館主事部主催の「さわやかコンサート」が 6 月 13 日（日）15 時より、中川農業者等トレーニング

センターにおいて、コロナウイルス感染予防対策のもと、今年度は、南部地区公民館の鏡好男館長率いる 

「上山ベンチャーズ」をお招きし、37名の参加を得て開催されました。 

初めに、山田館長の挨拶、次に主事部工藤政憲部長より「上山ベンチャーズ」の紹介をしていただき、 

１曲目「浜辺の歌」の演奏開始です！曲目はロック・演歌からアニメソングまで、幅広い年代に楽しんでも

らえるような曲を選んでいただき、「おどるポンポコリン」「川の流れのように」「きよしのズンドコ節」「ダ

イヤモンドヘッド」「糸」など、全２１曲を披露していただきました。途中、鏡館長の手拍子の合図とともに、

会場の皆さんも手拍子で盛り上がり、素敵な歌声とともに、曲が続いていきました。コロナウイルス感染防

止のため大声はあげられませんが、皆さん手拍子やリズムを取りながら、楽しんでいるのが後ろから見てい

ても伝わってきました。 

あっという間に時間が過ぎ、最後の「また逢う日まで」が終了後、佐藤事務長のアンコールの掛け声で、

「キャラバン」を演奏していただき、大きな拍手で素敵な時間が終了となりました。参加された方々から、

「楽しかった～♬」、「青春時代の曲ばかりで懐かしかった～♪」という声をたくさんいただき、うれしいば

かりです。本当であれば、もっとたくさんの方々に来ていただきたかったのですが、コロナウイルス感染リ

スクや事前申込ということもあり、大勢の参加の難しさを改めて実感しました。そんな中でも、参加された

皆さんの心が楽しい気持ちでいっぱいになって帰っていただけたかなあと思います。 
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6 月 8 日（火）第 3 回女性学級きらりでは、平清

水焼の窯元「七右衛門窯」さんより来ていただき「陶

芸教室」が会員 12名で行われました。 

初めに、お皿、カップ等それぞれの作り方を説明し

ていただき、さっそく作成開始。皆さん、何を作るか

決めてきていただいたようで、スムーズに始まりまし

た。お皿にするために棒で伸ばしたり、カップにする

ために台を回しながら形を作ったり、時折先生に教え

ていただきながら作業を続け、模様を書いたりつけた

り、ちょうどいい薄さにしていくのが難しかったです

が、あっという間に時間が過ぎました。１か月半後に、

どんな素敵な作品が届くかとっても楽しみです。 

 

 

 6 月 25 日(金)に第２回粋いき倶楽部「軽スポ

ーツ大会」が会員 9名の参加で行われました。 

前半は、かみのやまスポーツクラブの齋藤武司

先生、郁子先生の指導で「カローリング体験」で

す。ジェットローラーを的のポイントに止まるよ

うに狙って投球するのですが、力加減が難しく最

初はなかなか的内に入らなかったのですが、さす

が粋いきの会員さん！どんどん近づくようにな

りました。また、やりたいとの声も頂き、次回へ

の期待が高まります。 

後半は、「輪投げ大会」です。列をそろえると 

３０点！狙おうとするとなかなか入らないよう

で、悪銭苦闘。こちらも、３回目には高得点連発

の楽しい時間となりました♫ 

 ６月 8日（火）「中川地区公民館 1階調理室より出

火」という想定で、第 1回自衛消防訓練が、今年も「女

性学級きらり」の皆さんに協力していただき、行われ

ました。 

１１９番通報をする人、館内を回って大声で火事振

れをする人、来館者を誘導する人と役割を決め、本番

さながらの訓練です。消火器の使い方はわかっている

はずですが、ホースがなかなか抜けなかったりと、ス

ムーズにはいきません。実際の火事であれば焦りも出

て、なおさらうまくできないでしょう。「いざ」という

時に消火器を使えるように日頃から訓練しておく事

の大事さを実感しました。 

 

 

消火器が見えないところに隠れてはいませ

んか？消火器はすぐにわかるように掃除す 

 るときに邪魔になるところに置きましょう。 

 



中川地区「クアの道高野」整備 

 

 

行事予定 

 
8/2(月)   福祉村運動会代表者会議 
8/4(水)  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 
活動交付金交付式 

          
8/6(金)   防犯協会中川支部幹事会 
      第5回パソコンクラブ 
8/10(火)   第5回ウォーキング（職員不在） 
8/13(金)  公民館休館 
8/16(月)  第2回子ども会育成会 
8/17(火)  第4回粋いき倶楽部・ 
       高齢者軽スポーツ大会（職員不在） 
8/18(水)   生居永野開拓線同盟会総会 
8/19(木)   中川福祉村運動会合同会議 

（主事部、体育部） 
8/22(日)  中川地区ソフトボール大会 
8/23(月)   第5回そば打ち教室 
8/24(火)   第5回女性学級きらり 

 

詩吟教室（火曜日） 8/3、10、17 

ピンポン愛好会（木曜日）8/5、12、19、26 

スポーツ麻雀愛好会 8/7、28（土曜日） 

          8/19（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

8/2、10(火)、16、23、30 

 
 

  行事予定 

 

7/1(木)   市報・館報 
7/2(金)   三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会, 
路線バス対策協議会 

7/4(日)     中川地区グラウンドゴルフ大会 
第2回体育部会 

7/6(火)   第3回粋いき倶楽部(職員不在) 
7/7(水)   活動交付金審査委員会 

 7/9(金)     第4回パソコンクラブ 
 7/13(火)  第4回女性学級きらり 

7/19(月)  第4回ウォーキング（職員不在） 
7/27(火)   第4回そば打ち教室 
7/29(木)  わんぱく広場 
7/30(金)  市報・館報・福祉村だより 
       

詩吟教室（火曜日） 7/6、13、20 

ピンポン愛好会（木曜日）7/1、8、15、29 

スポーツ麻雀愛好会 7/3、31（土曜日） 

          7/15（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

7/5、12、19、26 
 

短歌、俳句、和歌、川柳などを随時募集し
ております。経験者、初心者誰でも OK で
す。館報に掲載いたします。皆さんの作品を
お待ちしております。 

1階の図書室にも、ついに 
エアコンが設置されました！！
涼しく快適になりましたので、皆
さんどうぞご利用ください。 
※冷暖房使用料が別途かかりま

すので、お問い合わせください。 

図書室にエアコンを 
設置しました！！ 

6月２１日（月）の朝５時半より、クアの道の整備

が行われました。館長、事務長、会長会有志９名の皆

さんより参加いただき、主にコースやクアパークの草

刈と支障木の伐採が行われました。草が生い茂ってい

て歩きにくかったコースが大変歩きやすくなりまし

た。作業していただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいました。 

 

 

 

中止のお知らせ 
蓬仙園夏まつり 

長寿園まつり 
かみのやま病院祭 

病院祭 

 

 

 

サンドブラスト工房 遥空～SORA～ 
          ガラス彫刻教室 
日時 令和3年7月29日（木） 

  集合12:45 開始13:00～16:00終了予定 

場所 中川農業者等トレーニングセンター 

参加資格 小学１年生から中学生までの中川地区民 

※小学1～3年生は保護者もしくは責任者が同伴（必須） 

参加料 1,000円 

申込み 小学校配布チラシ、または７月の地区回覧チ

ラシの参加申込書に記入し、7月13日（火）

まで、各地区子ども会育成会会長へお申込み

下さい。 

ハサミ・カッター・油性マジック・内ズック・飲み物・

タオル・作品持ち帰り用袋を持参して下さい。 

詳しくはチラシをご覧ください！ 



 
 

 
 

   

 

図
四
は
、
当
時
の
蔵
王

鉱
山
製
錬
所
で
あ
る
。 

同
鉱
山
は
、
大
正
五
年

に
蔵
王
鉱
業
所
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、
本
格
的

な
硫
黄
製
錬
事
業
を
開

始
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

「
村
誌
」
が
編
集
さ
れ
た

時
期
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
の
戦
時
景
気
で
発
展

を
遂
げ
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。
蔵
王
鉱
山
は
、

昭
和
三
十
年
代
に
は
、
約

七
十
棟
の
家
屋
が
建
ち
、

約
千
人
が
暮
ら
す
大
鉱

山
に
発
展
し
た
が
、
大
正

末
期
に
は
、
製
錬
所
と
長 

〈
中
川
村
中
部
〉 

図
二
は
、
高
野
、
権
現

堂
、
薄
沢
の
集
落
で
あ

る
。
高
野
は
、
も
ち
ろ
ん

後
の
分
譲
住
宅
は
な
く
、

信
号
機
交
差
点
か
ら
東

側
に
集
落
が
広
が
っ
て

い
る
。
蔵
王
川
を
渡
り
権

現
堂
に
上
る
坂
は
、
既
に

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

権
現
堂
の
集
落
は
、
一

軒
ご
と
に
家
屋
が
表
記

さ
れ
て
い
る
。
小
倉
に
通 

じ
る
旧
道
も
表
記
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
蔵
王 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
五
十
三
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

５ 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 

  

〈
中
川
村
東
部
〉 

図
三
は
、
村
の
東
部
、

永
野
、
堀
切
、
小
倉
、
棚

木
、
塩
坪
を
表
記
し
て

い
る
。
各
地
区
の
田
畑

は
ほ
ぼ
現
状
と
同
じ
で

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
永
野
の 

 

字

カ
ー
ブ
は
な
い
。
堀
切

の
集
落
は
あ
る
が
、
上

の
原
や
蔵
王
地
区
の
集

落
、
田
畑
が
見
ら
れ
な

い
。
蔵
王
地
区
は
、
戦

後
、
満
州
等
か
ら
の
引

揚
者
が
入
植
さ
れ
た
地

区
な
の
で
、
大
正
期
に

は
集
落
や
耕
作
地
は
な

い
。 
 

〈
昭
和
五
十
年
代
の
中
川
村
〉 

中
川
村
の
風
景
の
最
後
に
、
昭
和
五
十
一
、
二
年
（
一

九
七
六
、
七
年
）
に
撮
影
さ
れ
た
上
山
市
の
航
空
写
真
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
写
真
は
、
市
内
の
尾
形
写
真
店
に
飾
っ
て
あ
っ
た

も
の
で
す
。
仙
石
、
糸
目
の
西
を
走
る
国
道
十
三
号
が
ま

だ
切
ら
れ
て
い
な
い
時
期
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
糸
目
、

仙
石
か
ら
台
の
坂
、
金
谷
に
至
る
山
裾
の
道
が
綺
麗
に
写

っ
て
い
る
。
高
校
時
代
、
甲
石
の
我
が
家
か
ら
駅
ま
で
自

転
車
や
徒
歩
で
通
学
し
た
道
が
写
っ
て
い
た
の
で
、
懐
か

し
い
昔
が
蘇
っ
た
写
真
で
す
。 

写
真
の
左
側
上
部
に
北
中
学
校
が
写
っ
て
い
る
。
中
川

中
学
校
が
北
中
に
統
合
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
六
年
と
聞 

 

温
泉
に
上
る
県
道
は
ま
だ
切
ら
れ
て
い
な
い
。 

薄
沢
の
集
落
、
道
路
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
ま
ま
表
記
さ
れ
て

い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

図
二
～
中
川
村
中
部 

図
三
～
中
川
村
東
部 

学
校
の
登
山
で
は
よ
く
そ
の
地
で
休
み
、
乾
い
た
喉
を
潤

し
た
。
歌
人
・
齋
藤
茂
吉
も
、
昭
和
九
年
に
蔵
王
山
頂
に

建
て
ら
れ
た
自
ら
の
歌
碑
を
確
認
す
る
た
め
昭
和
十
四
年

九
月
に
登
山
し
た
際
、
こ
の
地
で
水
を
飲
み
、「
山
腹
の
三

本
楢
と
い
ふ
と
こ
ろ 

水
湧
き
出
で
て 

古
へ
ゆ
今
に
」

と
読
ん
だ
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
同
地
は
、
蔵

王
猿
倉
の
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
に
あ
り
、
こ
の
湧
き
水
は
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

い
て
い
る
の
で
、

建
設
後
間
が
な

い
感
じ
で
写
っ

て
い
る
。
ま
た
現

在
隣
接
し
て
建

っ
て
い
る
上
山

明
新
館
高
校
の

新
校
舎
は
、
未
だ

建
設
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
見

え
る
。 

（
次
回
は
、
昭
和

初
期
、
人
々
は
ど

ん
な
暮
ら
し
を

し
て
い
た
の
か
、

当
地
の
食
生
活

な
ど
に
つ
い
て

紹
介
す
る
予
定

で
す
。） 

 

S 

図
四
～
蔵
王
鉱
山
製
錬
所 

屋
が
三
軒
だ
け
あ
る
小
鉱
山
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、

同
「
村
誌
」
で
は
、
こ
の
屋
敷
が
建
っ
て
い
る
地
域
を
観
音

原
と
記
述
し
て
い
る
。
鉱
山
閉
山
後
、
国
体
の
馬
術
会
場
と

な
り
、
今
は
、
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク
に
姿
を
変
え
て
い
る
。 

図
四
の
右
側
に
表
記
さ
れ
て
い
る
「
三
本
ナ
ラ
」
は
、
昔 

蔵
王
鉱
山
か
ら
坊
平
に
登
る
登
山
道
の
一
角
に
あ
っ
た
休
憩 

地
で
あ
る
。
冷
た
い
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
小 

上
の
原
地
区
は
、
こ
の
地
図
を
見
る
限
り
、
耕
作
地
は
あ
る

が
集
落
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
集
落
は

昭
和
以
降
に
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

小
倉
地
区
は
、
観
音
様
の
上
の
集
落
が
現
在
の
集
落
よ
り
大

き
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

 

棚
木
と
塩
坪
は
、
現
状
と
ほ
ぼ
同
じ
集
落
の
様
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
棚
木
か
ら
南
に
広
が
る
牧
野
は
な
い
。 

図
三
の
右
側
（
南
側
）
に
縦
に
走
っ
て
い
る
直
線
は
、
蔵
王

鉱
山
と
駅
裏
に
架
設
さ
れ
て
い
た
索
道
で
あ
る
。
私
が
鉱
山
で

暮
ら
し
た
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
索
道
が
地
図
よ
り
も
北
側
に

架
設
さ
れ
て
あ
っ
た
。
当
時
は
、
永
野
地
区
の
北
側
を
走
り
、

片
宿
に
中
間
ホ
ー
ム
と
言
う
中
継
基
地
が
あ
り
、
同
基
地
か
ら

南
側
に
曲
が
り
、
蔵
王
川
を
越
え
て
高
野
地
区
の
南
側
の
山
裾

に
伸
び
て
い
た
。
操
業
初
期
は
、
永
野
の
南
側
を
走
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
  

前
回
に
続
き
、
大
正
末

期
の
中
川
村
各
地
区
の

屋
敷
群
を
紹
介
し
ま
す
。 
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公民館だより 

大 会 結 果 

児童の部 

優 勝 小林 大河さん 

準優勝 鏡 十和音さん 

第三位 木村みのりさん 

一般の部 

優 勝 志田 慶治さん 

準優勝 鏡  清明さん 

第三位 佐藤 吉光さん 

７月４日（日）に令和 3年度中川地区公民館体育部主催の「第 29回中川地区グラウンドゴルフ大会」

が開催され、一般の部 28 名、児童の部 15 名の皆さんが参加してくださいました。朝からあいにくの小

雨でしたが何とか競技ができると判断し、館長の試技で競技開始です！一般チーム、児童チーム合わせて

１０チームに分かれて行われ、最初は緊張していた様子の子供達も、徐々に楽しそうな笑い声が聞こえて

きました。毎週のように公民館の広場で練習している一般の方々は、さすが！なプレー続出で、ホールイン

ワンもたくさん出ていました。最後まで小雨のままでしたが、途中で中止することなく無事に続けること

ができました。また、コロナウイルス予防対策の中で、マスクをしたり、距離をとったり、やりにくさのあ

る中での競技でしたが、お孫さんや子供たちと一緒に参加することで、いつも以上に楽しくプレーしてい

ただけたのではないでしょうか？ 

お忙しい中、お手伝い頂きました体育委員の皆様、上山市スポーツ推進委員の鈴木俊さん、保護者の皆

様、本当にありがとうございました。来年度も開催できるよう公民館、体育委員ともに協力し進めていきた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

http://nakagawa-1.net/


 

      

7月 13日（火）第 4回女性学級きらり

では、会員１２名の参加で、つかさ花店さん

より「スワッグ（壁飾り）」を教えていただ

きました。昨年度（２月）に続いて２回目と

なりますが、花の種類（今回は、エリジウム、

エミュフェザー、イモテール、グレビレアな

ど）が違うと趣が全く異なり、また素敵な作

品となりました。壁にかけるのはもちろん、

横にそのまま置いても良いそうです。  7月 6日(火)に第 3回粋いき倶楽部「映画鑑賞」が会員 19名の参加で行わ

れました。今回はムービーオン山形にて、国民的女優・吉永小百合が１２２本

の映画出演で初の医師役に挑戦した「いのちの停車場」を鑑賞しました。現役

医師による同名小説を映画化したもので、吉永小百合演じる医師が、在宅医療

を通して、最期の一瞬の輝きに寄り添い、その人らしい“いのちのしまい方”

をやさしく問う作品でした。“いのち”がテーマということもあり、いろいろと

考えさせられる深い映画でしたが、「久々に映画を見てすごくよかった。」とい

う声もいただき、充実した時間となりました。 

６月２７日（日）第３回ウォーキング教室は、協会

主催の中川地区「クアの道高野」で、会員７名、会員

以外の方１４名の参加を得て行われました。６月２１

日（月）の早朝に会長会有志の皆さんより、クアの道

を整備していただいたので、大変歩きやすいコースと

なりました。天候にも恵まれ（暑いくらい     ）恒例の
ヤッホ！！もきれいに聞こえ、充実した時間となりま

した。クアパークのアジサイも咲きはじめてとてもき

れいでした。ぜひ、中川地区「クアの道高野」を歩い

て見てください。 

（前回） 

7月 19日（月）第 4回ウォーキング教室は、「楢下

宿ウォーキング」で、会員１１名の参加で行われまし

た。中川地区公民館から財政バスで大黒屋まで移動し、

テラポイトの押野さんの案内で、眼鏡橋、山田屋、庄内

屋を通りながら楢下宿周辺を散策しました。とても暑

く、日陰をゆっくりと歩きながら、最後に滝沢屋でガイ

ドの木村さんより歴史や道具についてのお話を伺いま

した。茅葺屋根や古民家などの景観が広がり、歴史の流

れに思いを馳せながらのウォーキングとなりました。 



 

行事予定 

 

8/2(月)   福祉村運動会代表者会議 

8/4(水)  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

活動交付金交付式 

          

8/6(金)   防犯協会中川支部幹事会 

      第5回パソコンクラブ 

8/10(火)   第5回ウォーキング（職員不在） 

8/13(金)  公民館休館 

8/16(月)  第2回子ども会育成会 

8/17(火)  第4回粋いき倶楽部・ 

       高齢者軽スポーツ大会（職員不在） 

8/18(水)   生居永野開拓線同盟会総会 

8/19(木)   中川福祉村運動会合同会議 

（主事部、体育部） 

8/22(日)  中川地区ソフトボール大会 

8/23(月)   第5回そば打ち教室 

8/24(火)   第5回女性学級きらり 

 

詩吟教室（火曜日） 8/3、10、17 

ピンポン愛好会（木曜日）8/5、12、19、26 

スポーツ麻雀愛好会 8/7、28（土曜日） 

          8/19（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

8/2、10(火)、16、23、30 

 

  行事予定  

 

9/1(水)    市報・館報 

9/2(木)    三者会、森林開発公団総会 

中川地区会長会  

公民館運営協議会, 

9/3(金)   福祉村運動会全体会議 

9/7(火)   第６回そば打ち教室 

9/8(水)   第６回女性学級きらり 

9/10(金)  第6回パソコンクラブ 

       中川支部防犯診断 

9/15(水)   文化産業まつり代表者会議 

食改研修 

 9/ 17(金)   福祉村運動会競技役員会 

9/22(水)    

9/24(金)   第６回ウォーキング（職員不在） 

 9/26(日)   中川地区少年少女球技大会 

  

詩吟教室（火曜日） 9/7、14、21 

ピンポン愛好会（木曜日）9/2、9、16、30 

スポーツ麻雀愛好会 9/4、25（土曜日） 

          9/16（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

9/6、13、21(火)、27 

 

短歌、俳句、和歌、川柳などを随時募集

しております。経験者、初心者誰でもOK

です。館報に掲載いたします。皆さんの作

品をお待ちしております。 

 

 

日  時 令和3年8月22日（日） 

           午前7時５０分～ 

場  所 中川地区公民館 広場 

参加資格 中学生から一般までの中川地区民 

      （※消防団員は地区民に限らない） 

参 加 料 無料 

申 込 み 8月 14日（土）まで、各地区体育委

員へお申込み下さい。 

 

詳しくは地区回覧チラシをご覧ください！ 

 

山形市上野最終処分場第二期整備事業の環境

影響評価（環境アセスメント）方法書の説明会が開

催されました。

9/12（日）中川地区敬老会は中止と
なりました。対象の方にお祝い品を
お届けいたします。 

 
 

 

民生児童委員に相談してもいいかなと思った事

はありませんか？こんな事相談しても大丈夫かな

と躊躇してしまう事はありませんか？ 

民生児童委員は地区における身近な相談相手で

す。高齢者・障害のある方・子育て、介護生活の困

り事などに対して必要な支援を行っています。そ

して、適切な関係機関との繋がりとなる役割を担

っております。身分としては厚生労働大臣から民

生委員法に基づいて仕事を任せられている非常勤

の地方公務員という扱いです。任期は一期３年で

す。 

また、相談内容の秘密を守ることが法律上義務

づけられています。 

安心して、気軽に地区の 
民生児童委員に御相談下さい。 

７月１９日（月）午後6時
から公民館集会室にて、山形
市環境部廃棄物指導課の方よ
り説明していただきました。 
 



      
 

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
四
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の 
６ 
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
〈
昭
和
初
期
の
暮
ら
し
、
食
生
活
〉  

本
稿
で
は
、
昭
和
の
改
元
時
、
こ
の
地
で
は
ど
ん
な
暮
ら
し

を
し
て
い
た
の
か
、
ど
ん
な
食
生
活
を
し
て
い
た
の
か
を
「
日

本
の
食
生
活
全
集
⑥
聞
き
書
・
山
形
の
食
事
」
（
上
山
図
書
館

収
蔵
）
の
記
事
を
引
用
し
て
紹
介
し
た
い
。
舞
台
は
、
村
山
盆

地
・
天
童
市
で
暮
ら
し
て
い
た
農
家
で
あ
る
が
、
当
時
の
中
川

村
は
、
農
業
生
産
の
ウ
エ
イ
ト
が
、
約
八
割
強
が
米
と
繭
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
同
地
区
と
同
様
な

食
生
活
で
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。 〈冬～わら仕事をしながら、来年の

夢
を
語
り
合
う
〉  

冬
が
近
づ
く
と
、
飯
米
、
漬
物
、
大
豆
、
小
豆
、
雑
穀
を
は

じ
め
、
大
根
、
に
ん
じ
ん
、
ゴ
ボ
ウ
に
至
る
ま
で
、
農
産
物
の

す
べ
て
を
物
置
小
屋
や
母
屋
、
屋
敷
内
に
た
っ
ぷ
り
貯
蔵
し
、

冬
ご
も
り
の
生
活
に
入
っ
た
。  

収
入
の
途
を
考
え
、
女
の
人
は
草
履
つ
く
り
を
し
た
。
作
っ

た
草
履
は
、
売
っ
て
魚
や
子
供
達
の
衣
服
を
買
う
生
活
費
に
充

て
た
。
（
写
真
①
は
そ
の
様
子
。
私
が
幼
児
期
、
楯
岡
の
実
家

に
住
ん
で
い
た
時
、
祖
母
が
夕
食
を
済
ま
す
と
、
写
真
の
よ
う

に
夜
仕
事
に
草
履
編
み
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
私
は
、
祖
母
の

編
ん
だ
ワ
ラ
草
履
を
い
つ
も
履
い
て
遊
ん
で
い
た
。）
男
達
は
、

来
年
に
夢
を
か
け
て
米
つ
く
り
に
必
要
な
俵
や
た
ら
ば
す
（
円

形
の
俵
の
ふ
た
）
編
み
、
縄
な
い
な
ど
の
わ
ら
仕
事
を
し
た
。 食事は、冬は大根飯と粉もの、おかずは干し物や漬物が多くなるが、暮れから正月にかけてごちそうを食べるのが楽しみであった。 ○朝食～大根飯、いもがらのおづげ（味噌汁）、納豆、漬物（写真②）  

嫁
さ
ん
は
、
前
夜
の
就
寝
が
十
一
時
で
あ
ろ
う
と
十
二
時
で 

い
は
お
湯
漬
け
ご
飯
で
あ
っ
た
。  

く
き
な
漬
は
、
青
菜
漬
の
小
株
や
葉
の
部
分
を
五
部
く

ら
い
に
切
っ
て
、
少
し
塩
出
し
し
て
鍋
に
入
れ
、
朝
か
ら
囲

炉
裏
で
小
半
日
煮
て
、
後
か
ら
少
し
油
を
入
れ
た
り
、
つ
ぶ

し
豆
を
入
れ
た
り
、
酒
粕
を
入
れ
た
り
し
て
、
味
に
変
化
を

つ
け
た
。 漬物は

、
雑
炊
に
は
大
根
漬
、
お
湯
漬
け
に
は
味
噌
漬
、

梅
干
し
を
出
し
た
。
ま
た
残
り
飯
が
少
な
い
と
き
は
、
ひ
っ

ぱ
り
う
ど
ん
（
写
真
⑤
）
を
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 ○夕食～かいもち、大根漬  

夕
食
は
、
ご
飯
を
炊
か
ず
、
か
い
も
ち
か
味
噌
汁
だ
ん
ご

に
漬
物
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
毎
晩
で
は
な
い
が
、
冬

は
農
閑
期
で
仕
事
が
楽
な
の
で
、
飯
米
は
春
か
ら
秋
ま
で

の
労
働
に
備
え
て
な
る
べ
く
食
い
の
ば
し
す
る
よ
う
に
し

て
い
た
。  

か
い
も
ち
は
、
砕
け
米
を
粉
に
し
た
も
の
と
、
そ
ば
粉
を

半
々
に
合
わ
せ
た
も
の
を
煮
た
た
せ
た
湯
に
少
し
ず
つ
入

れ
て
か
き
混
ぜ
、
練
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
残
り
ご
飯
が

あ
れ
ば
そ
れ
も
使
っ
た
。
か
い
も
ち
の
タ
レ
は
、
ネ
ギ
納

豆
、
大
根
お
ろ
し
、
ご
ま
、
え
ご
ま
の
タ
レ
を
よ
く
使
用
し

た
。  

味
噌
団
子
は
、
多
め
の
味
噌
汁
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
中
に

米
粉
の
に
ぎ
り
だ
ん
ご
、
ま
た
は
も
ろ
こ
し
だ
ん
ご
を
入

れ
て
煮
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
米
粉
だ
ん
ご
は
、
砕
け
米
の

粉
だ
け
で
は
美
味
し
く
な
い
の
で
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
餅
米

の
粉
を
混
ぜ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
お
か
ず
は
、
大
根
漬
、
青

菜
漬
な
ど
で
あ
っ
た
。 （次回は、正月料理

な
ど
の
行
事
料
理
を
記
述
す
る
予

定
で
す
。
）  あ

ろ
う
と
、
朝
は
四
時
半
に
は
起
き
て
、
ま
ま
炊
き
を
し
た
。

冬
は
仕
事
が
楽
な
の
で
、
大
根
飯
を
食
べ
た
。
大
根
が
て
は
、

毎
晩
か
て
切
り
器
械
で
切
り
、
鉄
鍋
に
入
れ
て
囲
炉
裏
で
煮

る
。
そ
し
て
翌
朝
、
仕
掛
け
て
お
い
た
釜
の
米
と
混
ぜ
て
炊
い

た
。
い
も
が
ら
の
お
づ
げ
（
味
噌
汁
）
は
、
油
揚
げ
や
豆
腐
を

入
れ
た
り
し
て
変
化
を
つ
け
た
。
ほ
か
に
、
青
菜
漬
の
葉
の
部

分
を
細
か
く
切
っ
て
汁
の
具
に
使
う
こ
と
も
あ
り
、
大
根
を
千

切
り
し
て
入
れ
た
お
汁
も
よ
く
食
べ
た
。  

納
豆
は
す
べ
て
自
家
製
だ
っ
た
（
写
真
③
は
、
納
豆
作
り
の

様
子
）
。
冬
の
間
、
な
く
な
れ
ば
作
っ
て
き
ら
さ
ず
食
べ
た
。

漬
物
は
、
主
に
青
菜
漬
や
大
根
漬
で
、
切
っ
た
も
の
を
中
ぐ
ら

い
の
深
皿
に
盛
り
、
家
族
で
回
し
、
自
分
の
小
皿
に
と
っ
て
食

べ
た
。
そ
の
ほ
か
味
噌
漬
、
キ
ュ
ウ
リ
の
置
漬
（
長
期
漬
け
）

を
塩
抜
き
し
て
食
べ
た
。 （筆者・髙橋が昭和二

十
四
～
二
十
八
年
の
幼
児
期
暮
ら
し

た
楯
岡
の
実
家
で
は
、
写
真
②
④
の
よ
う
な
お
膳
で
食
べ
た
。

子
ど
も
は
、
大
人
よ
り
小
ぶ
り
の
も
の
だ
っ
た
。
板
の
間
に
ゴ

サ
を
敷
い
た
部
屋
で
、
大
人
も
子
供
も
対
面
式
で
お
膳
を
並
べ

て
食
べ
た
。
そ
し
て
最
後
に
茶
碗
に
お
湯
を
注
ぎ
洗
っ
て
飲
み

込
ん
だ
後
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
し
た
。
そ
の
後
、
茶
碗
を
ふ
た

し
、
布
き
ん
を
掛
け
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。
） ○昼食～ぞうすい、くきな漬、大根漬（

写
真
④
）  

昼
食
つ
く
り
に
は
、
あ
ま
り
手
間
ひ
ま
か
け
な
い
。
た
と
え

農
閑
期
で
も
、
わ
ら
仕
事
、
特
に
女
の
人
の
草
履
つ
く
り
は
時

間
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
姑
か
ら
「
う
ち
の
嫁
は
・
・
」
な
ど

と
言
わ
れ
、
仕
事
の
速
さ
や
で
き
ば
え
が
評
価
さ
れ
た
。  

大
抵
、
朝
食
べ
て
残
っ
た
お
汁
に
、
朝
の
大
根
飯
か
前
夜
の

残
り
ご
飯
を
入
れ
て
、
囲
炉
裏
で
く
つ
く
つ
煮
た
雑
炊
、
あ
る  （写真①） 

（写真②） 

（写真③） 

（写真④） 

（写真⑤） 
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公民館だより 

８月 10日（火）、会員 8名の参加で街中ウォーキング「商

店街ツアー」が行われました。朝から風の強い雨で、無理か

なあと諦めそうになりましたが、時間を 30分後にずらして

開催することができました！！商工会、商工課の案内で、上

山城駐車場より出発し、ウォーキングをしながら各店舗にお

邪魔しました。店舗の方から創業年や店名の由来、商品の特

色や力を入れている事などを聞き、それぞれに頑張っている

商店街の方々の姿を見ることができました。おすすめなどを

聞きながらお買い物も楽しみました♪会員さんから「また来

年も！」という声もあがり、楽しんでいただけた企画となっ

たようです。各店舗の皆様、お忙しい中本当にありがとうご

ざいました。 

 ７月 29日(木)１３時より中川地区農業者等トレーニングセンターにて、山形市にある「サンドブラスト工

房 遥空～SORA～」さんより来ていただき、「わんぱく広場 ガラス彫刻教室」が子ども２8名、大人 

１3 名、計 41 名の参加で行われました。初めに、グラスやお皿を選び、好きな絵柄のシールなどを貼り付

け、絵柄に合わせてカッターでカットしていきます。カット作業が終わったら、講師の方に微小な砂を高圧

で吹き付け彫刻してもらいます。その後、水で砂を落とし、貼ったシールやテープを剥がしてスポンジでこ

するとより一層彫刻したところがきれいに現れてきます。思っていた以上に難しく、子供も大人もみんな 

全集中！！して作業していましたが、大変だった分それぞれ素敵な作品が出来上がりました。楽しかったあ

～♫の声もたくさん頂き、夏休みの楽しい思い出の一つになったらいいなあと思います。同伴してくださっ

た保護者の方、最後までお手伝いいただきました、子ども育成会副会長の渡邉さん、放課後子ども教室コー

ディネーターの山川さん、ありがとうございました。 

 

    
 

砂で吹き付ける作業。 

 
水で砂を落としてこするよ！ 

 
シールを貼って切る作業。ここが大変！！ 

だんご本舗たかはし 様 モントレーふくや 様 

鍋屋 様 中條屋 様 

http://nakagawa-1.net/


      ８月 1７日（火）、永野ふれあい広場にて、中川地区一般参加者と中

川粋いき倶楽部（第４回）のグラウンドゴルフ大会が２5 名の参加で

開催されました。永野地区の方々がボランティアで草刈りや整備をし

てくださり、とても良いグランドコンディションを作ってくれました。

本当にありがとうございます！！また天候にも恵まれ暑すぎない気温

でスタートすることができました。前半はなかなか普段のプレーがで

きず悔しそうな声も聞こえてきましたが、後半からは調子が乗ってき

てホールインワンもどんどん出て、楽しそうな笑い声もたくさん聞こ

えるようになりました。表彰式の時に雨が降ってきましたが、試合に

は何の影響もなく終了でき、楽しい大会となりました♬ 

男子優勝  大河 亀夫 さん 

準優勝  志田 慶治 さん 

第３位  小関 充紀 さん 

女子優勝  佐藤 すみ子 さん 

準優勝  木村 さよ子 さん 

第３位  木村 笑子 さん 

 おめでとうございます！ 

8月 24日（火）会員 14名の参加でムービ
ーオン山形にて、松竹映画１００周年記念の山
田洋次監督の「キネマの神様」を鑑賞してきま
した。ゴウ（菅田将暉）は、初監督作品「キネマ
の神様」に人生を懸けていたが、撮影初日に大怪

我を負ってお蔵入りとなってしまう。半世紀後の

2020年、ギャンブル漬けで借金まみれのゴウ
（沢田研二）は妻や娘にも見放されたダメ親
父。だが、あの日の脚本が出てきたことで、止
まっていた夢が再び動き始める、愛と友情、そ
して家族の物語。じわ～っと感動が押し寄せる
素敵な作品で、「良かったあ」の声もたくさんい
ただきました。映画を観て、日々のストレスを
少しでも発散出来たらいいですね！！ 

第３回女性学級きらり「陶芸

教室」の作品が焼き上がりまし

た！！それぞれ素敵な作品に仕

上がり、どう盛り付けしよう？

何を飲もう？何を入れよう？と

楽しみになりますね♪  
8 月 18 日(水)１０時より、上記総
会が 21名の参加で開催され、令和２
年度報告、３年度事業・収支予算計画
（案）、役員選出等が行われました。総
会の後、財政バスにて現地に行き、各
地区の視察をしてきました。 

皆さん、お疲れ様でした。 

７月２１日(水)、三友エンジニア体
育文化センター エコーホールにお
いて、上記表彰式が行われ、高野地区 

木村 美治さん、永野地区 山川 秀男
さんが表彰されました。これまでの
ご尽力大変ありがとうございます。 



 
行事予定 

 

10/1(金)  市報・館報 

10/3(日)  中川地区少年少女球技大会 

10/4(月)   三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

10/5(火)  第7回そば打ち教室 

10/7(木)   福祉村文化産業まつり実行委員会 

10/8(金)  第7回パソコンクラブ 

      子ども会育成会三役会 

10/12(火) 第7回女性学級きらり 

10/14(木) 中川地区地域推進会議 

10/18(月) グラウンドゴルフ愛好会大会 

10/22(金) 第7回ウォーキング（職員不在） 

10/23(土)  そば打ち先進地研修会 

 

詩吟教室（火曜日） 10/5、12、19 

ピンポン愛好会（木曜日）10/7、14、21、28 

スポーツ麻雀愛好会 10/2、16（土曜日） 

          10/28（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

10/4、11、18（大会）、25 

 

  行事予定   
9/1(水)  市報・館報 

9/2(木)   三者会、森林開発公団総会 

中川地区会長会  

公民館運営協議会 

9/7(火)  第６回そば打ち教室 

9/8(水)  第６回女性学級きらり 

9/10(金)  第6回パソコンクラブ 

       防犯協会中川支部防犯診断(泉川) 

9/15(水)  文化産業まつり代表者会議 

食改研修 

9/22(水)  第5回粋いき倶楽部 

9/24(金)  第６回ウォーキング（職員不在） 

  

詩吟教室（火曜日） 9/7、14、21 

ピンポン愛好会（木曜日）9/2、9、16、30 

スポーツ麻雀愛好会 9/4、25（土曜日） 

          9/16（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

9/6、13、21(火)、27 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  8月2日(月)に、村長、助役、収入役、公民館館長、地

区会会長、主事部部長、体育部部長、上山市スポーツ推進

委員、こまくさの里施設長の各氏に出席していただき、代

表者会議が行なわれました。村長司会のもと、一人ひとり

意見が述べられ、中止が決定しました。中止理由としては、

１０月と少し先ではありますが、やはり現状を考えると厳

しく、マスクを外せないというのはかなりの負担になり、

また、福祉施設としても、皆がワクチン接種を終えている

わけではないため、参加は大変厳しいということで、全員

が中止の意見となりました。大変残念ですが、マスクを外 

9/12（日）中川地区敬老会は中止と
なりました。9/1（水）に対象の方に
お祝い品をお届けしております。 

して外出出来るようになって

から、来年には安心して楽し

める運動会ができることを祈

りたいと思います。 

運動会に関する会議の中止  

・９月 ３日（金）全体会議 

・９月１７日（金）競技役員会 

グラウンドゴルフ大会 

日  時  令和3年10月3日（日） 

              午前9時0０分～  

場 所  中川地区公民館 広場 

参加資格  中川地区の小学1年生～6年生 

参 加 料  無料 

申 込 み  9月12日（日）まで、各地区子ども育

成会会長へお申込み下さい。  
公民館前広場の草刈りをしていただきました！！ 
8月初めに除草剤をまいたものの、

雨が多く、いつもよりも草が伸びてし

まっていたのですが、金谷地区の佐藤 

敬一さん、小関 充紀さんから、自走式

の草刈り機できれいにしていただきま

した。ありがとうございました！！ 

 

 

 

 10月２６日（火）～２７日（水）に予定しておりま

した、中川シニアクラブ・第６回中川粋いき倶楽部共催

のシニア一泊研修旅行を中止とさせていただきます。コ

ロナウイルス感染拡大がなかなか収束せず、１０月と少

し先の話ではありますが、現時点で予想がつかず、また、

早めに予約をしなければならないこともあり、誠に残念

ではありますが、今年も中止といたしました。運動会と

同様に、来年こそは、安心して楽しく研修旅行ができる

ことを切に祈りたいと思います。 

詳しくは地区回覧チラシをご覧ください！  



      
 

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
五
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の 
７ 
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
〈
冬
の
晴
れ
食
、
行
事
食
〉   

単
調
な
暮
ら
し
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
た
め
、
様
々
な
行
事

を
行
っ
て
い
た
。
今
も
そ
の
名
残
の
行
事
が
続
い
て
い
る
。 ○冬至   

十
二
月
二
十
二
日
の
冬
至
に
は
、
カ
ボ
チ
ャ
と
小
豆
を
煮
た

冬
至
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
た
。
こ
れ
は
、
今
も
続
い
て
い
る
行
事

と
な
っ
て
い
る
。 ○大晦日   

夕
暮
れ
に
な
る
と
、
ど
こ
の
家
か
ら
も
餅
つ
き
の
音
が
響
い

て
き
た
と
い
う
。
正
月
に
腹
一
杯
の
餅
を
食
べ
る
の
で
、
餅
つ

き
と
餅
じ
ま
い
（
支
度
と
後
始
末
）
は
大
仕
事
で
あ
っ
た
。
ま

る
め
餅
、
切
り
餅
、
粟
も
ち
、
き
み
も
ち
（
き
び
も
ち
）
と
、

３
臼
も
４
臼
も
つ
い
た
（
写
真
①
）
。
ひ
き
手
は
へ
と
へ
と
に
疲

れ
、
主
婦
も
餅
か
え
し
（
こ
ね
ど
り
）
、
餅
切
り
、
神
仏
へ
の
お

供
え
づ
く
り
、
臼
洗
い
と
大
変
だ
っ
た
。
し
か
し
、
餅
を
た
く

さ
ん
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
家
の
豊
か
さ
が
わ
か
る
と
い
わ
れ
、

忙
し
さ
も
自
慢
で
あ
っ
た
と
い
う
。 ○正月   

正
月
料
理
は
、
田
作
り
ご
ぼ
う
、
黒
豆
煮
、
数
の
子
と
青
豆

の
ひ
た
し
、
棒
だ
ら
煮
、
干
し
柿
を
入
れ
た
大
根
な
ま
す
、
ひ

ょ
う
干
し
の
煮
物
な
ど
を
つ
く
っ
て
お
く
。
客
が
来
れ
ば
、
焼

き
魚
、
白
米
ご
は
ん
に
豆
腐
の
味
噌
汁
か
醤
油
汁
で
も
て
な
し

た
。
（
写
真
② 
の
上
：
左
か
ら
、
数
の
子
と
青
豆
の
ひ
た
し
、

棒
だ
ら
煮
、
中
段
：
ひ
ょ
う
干
し
の
煮
、
干
し
柿
入
り
大
根
な

ま
す
、
下
段
：
甘
酒
、
田
作
り
ご
ぼ
う
、
黒
豆
煮
、
膳
外
は
酒
） 二日は、「地獄の釜もあく」（地獄の番人もお休み）といって、仕事は一切しない。鍬、鎌をはじめとする農具のすべてを一堂に集め、餅を供えて感謝した。  

り
が
か
ざ
す
団
子
の
木
の
枝
に
刺
す
。
ま
た
魚
や
菓
子
も
吊
し

て
、
小
正
月
を
祝
う
。 ○節分   

二
月
三
日
の
節
分
は
、
豆
ま
き
を
し
、
食
事
も
「
ま
め
で
達

者
で
」
と
願
い
、
豆
ご
飯
を
炊
い
て
食
べ
る
。
豆
ご
飯
は
、
つ

ぶ
し
豆
を
入
れ
て
醤
油
で
味
付
け
し
た
炊
き
込
み
ご
飯
で
あ

る
。 ○彼

岸   
彼
岸
の
入
り
に
は
団
子
を
作
っ
て
先
祖
に
お
供
え
、
中
日
に

は
ぼ
た
餅
を
供
え
た
。
味
は
、
小
豆
、
納
豆
、
き
な
粉
で
あ
る
。

彼
岸
の
ご
ち
そ
う
で
必
ず
作
る
も
の
に
、
彼
岸
か
ぶ
が
あ
る
。

こ
の
日
の
た
め
に
貯
蔵
し
て
き
た
か
ぶ
を
土
の
中
か
ら
掘
り

出
し
、
味
噌
を
使
っ
て
一
夜
漬
け
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
み
ず

み
ず
し
い
お
い
し
さ
で
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
。
干
し
あ
け
び

の
あ
え
も
の
も
、
春
の
彼
岸
に
は
必
ず
作
っ
た
。  

○
ひ
な
節
句   

三
月
三
日
は
女
の
節
句
。
女
の
初
子
や
孫
が
生
ま
れ
る
と
、

ひ
な
飾
り
に
も
一
段
と
心
が
こ
も
っ
た
。
ま
た
餅
を
つ
き
、
小

豆
、
納
豆
、
雑
煮
餅
を
食
べ
て
お
祝
い
し
た
。
お
ひ
な
様
に
飾

る
餅
は
、
小
型
の
丸
め
餅
の
真
ん
中
を
赤
、
黄
、
緑
の
食
紅
で

染
め
、
賑
や
か
な
感
じ
に
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
甘
酒
、
あ
ら
れ

入
り
の
豆
炒
り
、
と
こ
ろ
（
野
老
。
ひ
げ
根
の
多
い
野
生
の
い

も
）
な
ど
を
供
え
た
。 （次回は、田植え

な
ど
の
農
作
業
と
食
事
の
状
況
を
記
述

す
る
予
定
で
す
。
）  

（写真①） 

（写真②） 

（写真③） 

（写真④） 

  
三
が
日
は
、
毎
日
と
ろ
ろ
か
け
ご
飯
を
食
べ
て
厄
払
い
（
無

病
息
災
の
祈
願
）
を
し
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
良
い
こ
と
が
あ
る
よ

う
に
と
あ
や
を
か
け
て
、
ひ
ょ
う
干
し
と
油
揚
げ
を
混
ぜ
た
煮

も
の
や
あ
え
も
の
な
ど
を
食
べ
た
と
い
う
。   

一
月
七
日
の
朝
は
、
七
草
汁
を
食
べ
る
。
春
の
七
草
に
あ
や

か
っ
て
七
種
類
の
材
料
を
と
り
合
わ
せ
て
作
る
納
豆
汁
で
あ

る
。   

一
月
十
五
日
は
、
昨
秋
の
豊
作
に
感
謝
し
、
で
ん
が
く
を
作

り
、
恵
比
寿
様
と
大
黒
様
に
お
供
え
し
た
。 ○小正月   

一
月
十
五
日
は
、
小
正
月
と
い
っ
た
。
十
四
日
の
夜
に
白
い

杵
餅
を
つ
い
て
、
小
豆
餅
、
納
豆
餅
、
雑
煮
餅
を
食
べ
た
。
ま

た
こ
の
日
は
、
つ
き
た
て
の
餅
を
ま
ゆ
玉
に
し
て
、
家
族
の
年

齢
の
数
だ
け
、
み
ご
（
わ
ら
の
芯
）
を
束
ね
た
も
の
に
く
っ
つ

け
て
、
神
棚
の
近
く
に
ぶ
ら
下
げ
た
。
こ
れ
は
、
養
蚕
農
家
で

繭
の
豊
作
を
祈
念
す
る
た
め
に
行
っ
た
。
残
っ
た
も
の
は
、
油

で
揚
げ
て
お
や
つ
に
し
た
。（
写
真
③
）
は
、
小
正
月
の
団
子
刺

し
の
様
子
。
我
が
家
で
は
、
祖
母
が
団
子
木
飾
り
を
し
て
い
た
。

ま
ゆ
球
は
、
し
ば
ら
く
す
る
と
硬
く
な
っ
て
落
下
す
る
。
こ
の

硬
く
な
っ
た
も
の
は
、
油
で
揚
げ
、
砂
糖
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
さ

せ
て
く
れ
た
。
ま
た
暮
れ
に
搗
い
た
餅
も
切
り
餅
に
し
て
、
囲

炉
裏
や
火
鉢
で
焼
い
た
り
、
油
揚
げ
し
た
り
し
て
馳
走
し
て
く

れ
た
。
当
時
は
、
饅
頭
や
団
子
な
ど
の
菓
子
は
、
み
な
自
家
製

だ
っ
た
よ
う
だ
。
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
あ
る
。  

甲
石
で
は
、
今
で
も
子
供
育
成
会
と
共
栄
会
（
敬
老
会
）
が

共
催
で
、
こ
の
団
子
刺
し
の
行
事
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
④
）。 お母さんがゆでてくれた団子を子供達が丸め、お年寄  



                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      第４６７号 

令和 3年 10月 1日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 

http://nakagawa-1.net/ 

公民館だより 

9月 7日（火）会員 18名の参加で、コケ植物の栽培等をしている「モス山形」さんより講師の
方に来ていただき、「テラリウム」と「苔盆栽」を教えていただきました。「テラリウム」はガラス
の器の中に、小さな森や自然の世界を作って観賞するものです。馬や牛、鳥などのフィギュアを選
び、苔や石、枝をどう配置するか、いろいろ悩みながら自分だけの世界を作っていきます。なかな
か難しいなあと感じましたが、さすが「きらり」の皆さんです。楽しみながらコツを覚え、先生に
アドバイスをもらいセンス良く苔やフィギュアなどが配置されていきます。「苔盆栽」も、気に入
った器や植物を選び、こんもりと苔を敷き詰め、バランスよく石を置いていきます。どちらも、見
ているだけで癒される素敵な作品が出来上がりました。どこに飾るか楽しみですね♫ 

 令和３年 9月 9日（木）、地区住民の安全で快適な暮らしを守るため、事業の促進及び早期の着

手をお願いすることを目的に、横戸上山市長に、11件（上山市 8件、山形県 3件）の項目を記載

した「要望書」を手渡しで提出しました。今回も昨年同様、コロナ感染予防で密を避けるため、冨

塚地区会長会会長と松田副会長及び事務局の 3人での訪問となりました。市長より、要望の中でも

「旧上山市クリーンセンター」の解体は、地区民の要望に応えたいとの言葉もいただきました。そ

の後、関係課へ出向き、同じ「要望書」を提出してきました。 

 これからも地区民が、安全で快適に生活できるよう、県も含め要望活動を継続していきたいと思

います。 

http://nakagawa-1.net/


   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 24日（金）、会員 10名の参加で「天童市 水
晶山」ウォーキングが行われました。バス移動中に少
し雨が降ってきましたが、現地に到着時、雨も止み、
ウォーキングにはちょうど良い天候となりました。
最初はなだらかな１本道で、皆さんにこやかにスタ
ー 

 9月 22日（水）、ハッピー・タケさんをお迎えして、第 5回粋いき倶楽部「マジックショー」を、

会員 14名の参加で開催いたしました。ハッピー・タケさんは、趣味でマジックを始め「マジックを

通して、皆さんとたくさん笑って、楽しい時間を過ごしたい」という想いから、コロナ渦で数は減っ

ているということですが、現在も各地の公民館等でボランティアとしてマジックを披露しています。 

さっそく！！マジックショーにぴったりの軽快な音楽が流れはじめ、楽しく会話をしながらショ

ーが始まりました。会員の皆さんにお手伝いをしてもらいながら、え？なぜ？どうなってるの？と

いうようなマジックを予定時間以上に披露していただき、笑いあり、たくさんの拍手ありの中、楽し

い時間があっという間に過ぎていきました。ハッピー・タケさん、ありがとうございました。 

 

 

 9月 15日（水）中川地区食生活改善推進協議会会員の皆さん 

9 名の参加で「ドッコ沼散策」を開催いたしました。天候にも恵ま

れ、山岳ガイドの山口勝美さんより、蔵王でしか見ることのできな

い樹木や花の名前の由来などをユーモアを交えて説明していただき

ながら、ゆっくりと時間をかけて山の雰囲気を十分に味わって来ま 

 した。蔵王連峰の成り立ちや天ぷらにして食べるとおいしい山野草の話、また、ダケカンバの木の

皮にサワグルミの芽（先が尖っている）で文を書いて山女に送ると愛が芽生えるという言い伝えな

ど、普段聞くことのできない話も教えていただき、楽しい時間となりました。普段見慣れているは

ずの蔵王連峰ですが、とても身近に感じることができた「ドッコ沼散策」でした♪ 

 

ートしましたが、次第に、道幅も狭く険しく
なり、七曲坂ではさすが修験の山といった感
じで、思っていた以上に厳しく、休み休み自
分のペースで登っていきました。そんな中で
も、一面に広がる杉の木が神々しく、一瞬疲
れを忘れるようでした。今年度初めての山岳
ウォーキングでしたが、いつも以上に達成感
のあるウォーキングとなりました。 

 

ヒメハナワラビ 

（マムシ草） 

やまんば 

（山神の巫女） 



 

 

 

 

 

行事予定  

 

11/1(月)  市報・館報 

11/2(火)  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

11/5(火)  第8回女性学級きらり 

11/6(土)～７(日) 福祉村文化産業まつり 

11/8(月)  第３回子ども会育成会 

11/9(火)  第２回自衛消防訓練 

11/12(金)  第7回粋いき倶楽部 

11/16(火) 先進地公民館視察研修会 

11/19(金) 第8回そば打ち教室   

11/26(金)  第8回パソコンクラブ 

         防犯協会中川支部研修会 

詩吟教室（火曜日） 11/2、9、16 

ピンポン愛好会（木曜日）11/4、11、18、25 

スポーツ麻雀愛好会 11/13、20（土曜日） 

          11/25（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

11/1、8、15、22、29 

 9月10日（金）今年も安全で安心して暮らせ

る中川地区を目指し、中川地区防犯診断が行な

われました。今年は「泉川地区」を対象に診断日

を公開して行い、自動車、バイク、自転車の施錠

確認を調査しました。 

 泉川地区での防犯診断は 4 班に分かれて 75

台チェックし、施錠不良 27 台という少し残念

な結果となりました。常日頃の心がけが大切で

す。今後も防犯意識を高く持ち、安全安心な住み

よい泉川地区また、中川地区にしていければと

思います。 

福祉村文化産業まつり開催  9月15日（水）に福祉村村長、助役、収入役は
じめ、各代表者に出席していただき、福祉村文化産
業まつり「代表者会議」が開催されました。初めに、
村長より開催に向けて、11 月にはワクチン接種が
終了予定であること、政府が規制緩和を考えている
ことを踏まえ、どのような対策をして開催するかと
いうことを考えてほしいとの話より進められまし
た。その結果、消毒、マスクはもちろん、参加者の
把握、密にならない工夫等をしたうえでできると判
断し、開催が決定いたしました。とはいえ、感染状
況を見ながら、状況によっては、変更・中止等もあ 

るかと思いますが、11月開催 

に向けて準備を進めていきたい 

と思います。 

 

 福祉村産業まつり次回会議  
 
・10月15日（金）実行委員会 
 

短歌、俳句、和歌、川柳などを随時募集

しております。経験者、初心者誰でもOK

です。館報に掲載いたします。皆さんの作

品をお待ちしております。 

高野の山口栄さんに、公民館玄

関前の庭木の剪定をしていただ

き、すっきり綺麗になりました。

公民館は常に皆様に支えられてい

ると改めて実感しております。本

当にありがとうございます。 

ありがとうございます 
行事予定 

 

10/1(金)  市報・館報 

10/3(日)  中川地区少年少女球技大会 

10/4(月)   三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

10/5(火)  第7回そば打ち教室 

10/8(金)  第7回パソコンクラブ 

      子ども会育成会三役会 

10/12(火) 第7回女性学級きらり 

10/14(木) 中川地区地域推進会議 

10/15(金)  福祉村文化産業まつり実行委員会 

10/18(月) グラウンドゴルフ愛好会大会 

10/22(金) 第7回ウォーキング（職員不在） 

10/26(火) 第6回粋いき倶楽部 

 

詩吟教室（火曜日） 10/5、12、19 

ピンポン愛好会（木曜日）10/7、14、21、28 

スポーツ麻雀愛好会 10/2、16（土曜日） 

          10/28（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

10/4、11、18（大会）、25 

 



      
 

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
六
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の 
８ 
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
〈

春
の
食
生
活
〉  

彼
岸
を
過
ぎ
る
と
太
陽
の
日
ざ
し
に
も
春
を
感
じ
、
田
ん
ぼ
の

雪
も
目
に
見
え
て
減
っ
て
、
た
ち
ま
ち
黒
い
土
が
あ
ら
わ
に
な

る
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
種
も
み
の
芽
だ
し
、
苗
代
つ
く
り
な
ど
、
農

作
業
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
毎
日
の
ご
飯
も
大
根
飯
か
ら
麦
飯

に
変
わ
り
、
少
し
ず
つ
力
仕
事
に
体
を
な
ら
し
て
い
く
。  

「
苗
代
半
作
」
と
言
わ
れ
た
。
苗
の
良
し
悪
し
で
作
柄
の
半
分

は
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
苗
代
管
理
に
は
こ
と
の
ほ
か
気
を
使

っ
た
。
一
方
、
田
う
な
い
（
田
起
こ
し
）
に
始
ま
り
、
土
つ
ぶ
し
、

く
れ
切
り
、
代
か
き
、
田
な
ら
し
の
作
業
を
終
え
る
と
、
や
っ
と

田
植
え
が
で
き
る
。 〈田植え時期は超

多
忙
〉  

「
猫
の
子
も
借
り
た
い
」
く
ら
い
の
家
族
総
出
の
農
繁
期
に
入

る
。
朝
四
時
起
き
し
て
朝
仕
事
を
し
て
、
夕
方
七
時
半
こ
ろ
ま
で

田
植
え
を
す
る
。
田
植
え
は
、
雨
が
降
っ
て
も
休
ま
な
い
。
む
し

ろ
苗
が
よ
く
根
付
く
の
で
歓
迎
さ
れ
た
。
み
の
笠
を
か
ぶ
っ
て
作

業
を
続
け
た
。
小
学
校
も
農
繁
期
は
休
み
、
子
供
も
手
伝
っ
た
。  

毎
日
十
時
間
か
ら
十
二
時
間
の
労
働
が
二
週
間
前
後
続
い
た
。

主
婦
や
鍬
頭
（
農
作
業
の
指
図
を
す
る
人
）
は
緊
張
の
連
続
で
、

心
身
共
に
疲
れ
果
て
る
。 〇朝―麦飯、つぶの

お
づ
け
（
お
汁
）、
茎
た
ち
の
お
ひ
た
し
、

油
味
噌
（
写
真
①
）  

ご
飯
は
、
米
七
分
、
麦
三
の
割
合
で
、
麦
は
前
の
番
に
煮
て
お

い
て
、
朝
、
釜
に
入
れ
て
炊
く
。  

つ
ぶ
（
た
に
し
）
は
、
男
の
子
た
ち
や
祖
母
た
ち
が
田
ん
ぼ
か

ら
と
っ
て
き
た
も
の
を
、
一
、
二
日
き
れ
い
な
水
に
入
れ
て
泥
を

吐
か
せ
、
殻
ご
と
味
噌
汁
に
入
れ
て
煮
る
。
汁
は
味
が
良
く
美
味

し
い
。
つ
ぶ
の
身
は
殻
か
ら
出
し
て
食
べ
る
。
こ
の
他
に
、
汁
の

実
と
し
て
、
カ
ブ
や
茎
た
ち
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ
た
。
（
写
真
②

は
、
田
ん
ぼ
で
つ
ぶ
拾
い
を
す
る
様
子
。
） おひたしやあえものには、あさづき

、
茎
た
ち
（
ア
ブ
ラ

ナ
科
の
葉
）
、
五
月
菜
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
、
に
ら
、
京
菜
、
う
こ
ぎ  

の
が
出
た
。
ほ
か
に
茎
た
ち
の
お
づ
け
（
お
汁
）
、
ニ
ラ
の
お 浸し、凍み大根の煮物、大根漬など。炊きたての麦飯 を魚のごちそうで腹いっぱい食べると日中の労働の 厳しさも忘れ、充実感を味わえるひと時であった。 〈神社の祭り〉  

村
社
の
祭
り
は
、
境
内
に
出
店
も
出
て
賑
わ
っ
た
。  

祭
り
の
料
理
は
、
赤
飯
、
昆
布
巻
き
ニ
シ
ン
、
か
ら
か
い
（
か

す
べ
の
干
し
物
）
の
煮
物
、
茎
た
ち
の
お
浸
し
、
ふ
き
煮
、
汁

も
の
、
漬
物
で
、
お
酒
が
つ
い
た
。（
楯
岡
の
親
父
の
実
家
で

は
、
こ
れ
に
エ
ゴ
〈
テ
ン
グ
サ
を
煮
て
固
め
た
も
の
〉
が
い
つ

も
添
え
ら
れ
て
い
た
。
） 〈端午の節句〉  

五
月
五
日
は
、
男
の
節
句
。
忙
し
い
農
作
業
の
さ
な
か
で

も
、
行
事
と
食
づ
く
り
は
身
を
粉
に
し
て
怠
ら
な
か
っ
た
。  

男
の
子
の
成
長
を
祝
い
、
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
た
。
竿
の
先
に

は
し
ょ
う
ぶ
を
挿
し
た
。
ま
た
玄
関
の
上
の
屋
根
に
も
し
ょ

う
ぶ
と
よ
も
ぎ
を
挿
し
て
邪
気
払
い
を
し
た
。
そ
の
夜
は
、
し

ょ
う
ぶ
湯
を
沸
か
し
て
家
族
み
ん
な
が
入
っ
た
。
笹
巻
、
な
た

巻
き
を
作
っ
て
お
祝
い
し
た
。
（
写
真
⑥
） 〈太田植えぶるまい〉  

農
家
は
、
大
き
な
山
場
を
乗
り
越
え
た
こ
と
か
ら
お
ふ
る

ま
い
を
す
る
。
餅
を
つ
き
、
田
ん
ぼ
の
神
に
供
え
る
。
苗
を
小

束
に
し
て
神
棚
に
祀
る
。
近
所
や
近
く
の
親
戚
に
も
餅
を
持

っ
て
行
く
。
ほ
お
の
木
の
葉
に
包
ん
だ
あ
ら
れ
入
り
の
豆
炒

り
も
添
え
る
。  

田
植
え
ぶ
る
ま
い
に
は
、
田
植
え
手
伝
い
に
協
力
し
て
く

れ
た
人
を
招
待
し
ご
馳
走
す
る
。
餅
は
、
小
豆
餅
、
納
豆
餅
、

く
る
み
餅
な
ど
を
振
舞
う
。
お
酒
付
き
で
も
て
な
す
。  

田
植
え
が
終
わ
れ
ば
、
二
、
三
日
気
兼
ね
な
く
骨
休
み
を
す

る
。
こ
れ
を
さ
な
ぶ
り
休
み
と
い
う
。 （次回は、夏の農作業、お盆の料理

な
ど
に
つ
い
て
記
述

す
る
予
定
で
す
。
）   

（写真②） 

朝（写真①） 

昼（写真③） 

小昼（写真④） 

な
ど
を
使
う
。
新
鮮
な
野
菜
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
。
う
こ
ぎ

は
、
切
り
あ
え
に
し
た
り
、
う
こ
ぎ
ご
飯
に
も
し
て
食
べ
た
。  

油
味
噌
は
、
春
の
常
備
菜
の
一
つ
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の だった。大豆をさっと水に浸し、水気をふき取って から油で揚げる。味噌は油で炒めるようにして大豆 と合わせる。これは弁当持ちにとって貴重なおかず であった。 〇昼―朝の残り、切り干し大根とわかめの酢の物

、

長
お
み
漬
（
写
真
③
）  

昼
は
、
だ
い
た
い
朝
の
食
事
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
お
か
ず

が
一
品
く
ら
い
新
た
に
加
わ
る
。
春
先
、
土
の
中
か
ら
掘
っ
た

大
根
や
、
大
根
む
ろ
を
壊
し
た
と
き
出
て
来
た
大
根
で
切
り
干

し
大
根
を
作
り
、
わ
か
め
と
取
り
合
わ
せ
て
酢
醤
油
か
け
に
し

た
も
の
だ
っ
た
。  

漬
物
は
、
置
き
漬
と
し
て
漬
け
て
あ
る
長
お
み
漬
（
青
菜
を

一
本
の
ま
ま
漬
け
た
も
の
）
を
細
か
く
刻
ん
で
食
べ
た
。
そ
れ

か
ら
す
じ
こ
を
量
り
買
い
し
て
小
さ
な
瓶
に
入
れ
て
お
い
て
、

好
き
な
人
が
好
き
な
と
き に食べられるようにし

て
お
い
た
。 〇小昼―にぎり飯、凍み大根と

ニ
シ
ン
の
煮
物
、
茎
た

ち
の
お
浸
し
、
大
根
漬
（
写
真
④
）  

田
植
え
を
し
て
い
る
人
は
、
午
前
十
時
と
午
後
三
時
こ
ろ
、

小
川
の
水
で
手
を
洗
い
、
草
む
ら
か
土
手
、
広
い
く
ろ
に
ミ
ノ

を
敷
い
て
腰
を
下
ろ
す
。
重
箱
を
開
け
る
と
、
き
な
粉
や
黒
ゴ

マ
を
ま
ぶ
し
た
に
ぎ
り
飯
、
煮
物
、
漬
物
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。 手皿で食べる。重箱や飲み水は、手伝い、手間どり（働き人）の受け入れ側の主婦や子供が運んでくる。 〇夕―麦飯、茎たちのおづけ（お汁）、かど焼き、ニラのお浸し、大根漬（写真⑤）  

夕
食
に
は
、
か
ど
（
生
ニ
シ
ン
）
焼
き
か
、
ニ
シ
ン
（
身
欠 きニシン）、サバなまりなどの食べがいがある生臭も   

夕（写真⑤） 

（写真⑥） 
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公民館だより 

10月 12日（火）会員 12名で「着物生地で
小物作り」を開催いたしました。きらり会員でも
ある、板垣まさ子さんに講師をしていただき、ブ
ローチを作りました。着物生地をたくさん準備
していただき、どれにしようか選ぶだけでも楽
しくなりました。柄のどの部分をブローチにす
るかで同じ生地でも趣がかわり、ビーズをつけ
て華やかにしたり、皆さんそれぞれ素敵なブロ
ーチを完成させていました♪ 

 10月 3日（日）に中川地区子ども会育成会連絡協議会主催による「中川地区少年少女球技大会（グラウン

ドゴルフ大会）」が、子供たち１8名の参加で開催されました。金曜日の大雨でグランドコンディションが心

配でしたが、晴れが続き、当日のお天気も最高の中で行うことができました。毎年参加している子供たちは、

さすが！！のプレーで、ホールインワンも出すほどの腕前！初めての子供たちは、なかなかゴールに入らずに

悪戦苦闘していましたが、みんな楽しんでプレーしていました。お忙しい中お手伝いいただきました、子ども

会育成会の皆さん、体育部長の髙梨さん、上山市スポーツ推進委員の鈴木さん、放課後子ども教室コーディネ

ーターの山川さん、付き添っていただいた保護者の皆様、ありがとうございました。来年度も開催できるよう

に子ども会育成会、公民館ともに協力して進めていきたいと思いますので、楽しみにしていてください！！ 

 上記推進会議が、10月 14日（木）27名の参加で開催

されました。8団体の事業報告、各地区の要望等が述べら

れた後、建設課土木係の武田係長より「道路問題などはで

きるだけ早く対応していきたい」その他に関しても「詳し

い話を後ほど聞いて対応していきたい」との言葉をいただ 

大 会 結 果 

男子 

一位 小林 璃空さん 

二位 小林 大河さん 

三位 山田 零穏さん 

女子 

一位 鏡 十和音さん 

二位 高野 芽梨さん 

三位 齋藤 芽叶さん 

 

10月 26日（火）上山市庶務課

危機管理室 佐藤政明防災専門員、

小関慶主事に来ていただき、会員

20 名の参加で「防災講座」を開催

いたしました。わかりやすく、中川

地区の危険地域などもお話して下

さり、改めて日頃の準備、心がけの

必要性を学ぶことができました。日

頃の備えが命を守る第一歩です！ 

 

きました。また、鳥獣被害、空家問題、高齢者問

題に悩む地区が多く、各地区でできる事はもち

ろん、市や議員の方々、県への協力もお願いし

ながら、早めの対策が望まれます。参加してく

ださいました皆様、ありがとうございました。 

 

http://nakagawa-1.net/


   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月 18日(月)、前日までの雨でグラウンドコンデションが心配でしたが水たまりも少なく、晴天の中、

肌寒さを感じながらもグラウンドゴルフ愛好会大会を実施することが出来ました。日頃の練習の成果を大い

に発揮すべく中川地区愛好会、永野地区のメンバー合わせ 30 名の参加者が 6 班に分かれて、レベルの高い

熱い戦いを繰り広げました。いつも永野地区のメンバーが上位を占める中、今回は中川地区愛好会の方々が頑

張りました。8ホール 2ゲームで戦った結果、優勝は高野地区 後藤志づ江さん、準優勝 権現堂地区 齋藤茂

和さん、第 3 位 泉川地区 鏡孝一さんでした。また来年の開催まで皆さん腕をあげて、白熱した戦いが見れ

るのを楽しみにしたいと思います♪ 

今年度の締めくくりは、10月 22日(金)「蔵王高原坊
平・御清水コース」で９名の参加で行われました。中川
地区の「ウォーキング教室」を指導して下さっている、
石井昇さんの地元でもあるので、草木のことやその他い
ろいろな話をして下さり、葉っぱや木の実の香りを楽し
んだり、拾って触ってみたり、写真をとったり、ゆっく
りと歩きながら秋のウォーキングを充分に楽しみまし
た。今年度の最後にふさわしい「ウォーキング教室」と
なりました。石井さん、ありがとうございました！ 

テーマ：「あなたの血管年齢は何才？ 

     血管年齢を若返らせよう！！」 

日 時：１２月６日（月）１０時００分より 

場 所：中川地区公民館 集会室 

参加者全員の血管年齢を測定いたします。 

この機会に血管年齢を調べてみませんか？

※詳しくは、チラシをご覧ください。 

 

11月６日(土)  

13時 00分～16時 30分   展示、即売会、バザー等 

 14時 00分～16時 00分  大抽選会(抽選券持参) 

11月７日(日)   

８時 30分～12時 00分   展示、即売会、バザー等 

  ９時 30分～11時 30分  大抽選会(抽選券持参) 

場 所：中川農業者等トレーニングセンター  

主 催：中川福祉村  

◎地区民、福祉村施設、各学校の作品も展示します。 

※詳しくは、チラシをご覧ください。 

 公民館前が菊の花で華やかにな
っています。中川地区に所縁のあ
る 山川 正さんのご厚意で、今年
も中川地区公民館と中川農業者等
トレーニングセンター前に「ざる
菊」を置いてくださいました。鮮や
かな色が目をひき、来館者を楽し
ませてくれています。山川さん、本
当にありがとうございます！ 

女子７人制ラグビーの全国 U18 大会
の東北選抜メンバーに本県から2人の高
校生が選ばれました。そのうちの一人が、
高野地区の小林海さん（山形中央高1年）
です。（写真右）部活動で男子の中に交じ 

。 

って練習に取り組んでいるほ
か、本県の女子チーム「つや姫セ
ブンズ」で活動しています。大会
はもちろん、これからの益々の
活躍に期待したいです！ 

（山形新聞 10月 19日付抜粋） 

12月 7日（火）10時 00分より 



    

 

行事予定  

 

11/1(月)  市報・館報 

11/2(火)  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

11/5(金)  第8回女性学級きらり 

11/6(土)～７(日) 福祉村文化産業まつり 

11/8(月)  第３回子ども会育成会 

11/9(火)  第２回自衛消防訓練 

11/12(金)  第7回粋いき倶楽部 

11/16(火) 中川地区会長会合同研修会 

11/19(金) 第8回そば打ち教室   

11/26(金)  第8回パソコンクラブ 

         防犯協会中川支部研修会 

詩吟教室（火曜日） 11/2、9、16 

ピンポン愛好会（木曜日）11/4、11、18、25 

スポーツ麻雀愛好会 11/13、20（土曜日） 

          11/25（木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

11/1、8、15、22、29 

行事予定 
 

12/1(水)  市報・館報 

  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

12/3(金)  第9回そば打ち教室 

12/6(月)  中川地区食改「地区健康教室（講演会）」 
12/7(火)  ボランティアによる大掃除 

12/9(木)  中川地区表彰委員会 

      中川地区会長会忘年会 

12/10(金) 第9回パソコンクラブ 

12/12(日) 藁打ち（しめ飾り） 

12/17(金) 出前スポーツ教室（シャフルボード） 

12/19(日) しめ飾り作り 

12/24(金) 第9回女性学級きらり 

12/28(火) 仕事納め 

 

詩吟教室（火曜日） 12/7、14、21 

ピンポン愛好会（木曜日）12/2、9、16、23 

スポーツ麻雀愛好会 12/4、11（土曜日） 

          12/23（木曜日） 

 

只今、短歌・俳句・和歌・川柳等を随時募集しておりますが、今月より、中川小学校の児童の皆さんの短歌を

掲載していきます！今月は6年生・５年生の皆さんです。授業で常に書いているだけあり、素晴らしい作品ばか

りです。引き続き、地区の皆さんの作品も募集しておりますので、お気軽にご応募ください。 

【
六
年
生
】 「

た
の
し
み
は 

み
ず
あ
る
コ
ッ
プ
に 

氷
い
れ 

ピ
キ
ッ
パ
キ
ッ
と 

音
が
な
る
時
」 

木
村
み
の
り 

「
春
に
な
り 

き
も
ち
い
い
風
が 

ふ
い
て
き
て 

葉
っ
ぱ
が
ふ
か
れ
て 

流
れ
て
い
る
」
出
澤 

佑
太 

「
桜
の
花 

見
て
い
る
だ
け
で 

落
ち
つ
く
よ 

今
年
も
さ
い
た 

春
の
花
び
ら
」 

 
 

鏡 

心
温 

「
釣
堀
で 

ニ
ジ
マ
ス
釣
っ
て 

刺
身
に
し 

サ
ー
モ
ン
み
た
い 

色
が
そ
っ
く
り
」 

 

工
藤 

翔 

「
一
年
生 

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ 

こ
の
笑
顔 

光
の
よ
う
な 

ま
ぶ
し
い
笑
顔
」 

 
 

小
林 

大
河 

「
初
の
虹 

見
れ
ば
見
る
ほ
ど 

ひ
き
こ
ま
れ
る 

七
色
の
虹 

全
て
が
華
や
か
」 

 
 

吉
田 

優
妃 

「
海
に
行
き 

そ
ー
っ
と
足
を 

入
れ
て
み
た 

つ
め
た
す
ぎ
て 

北
極
み
た
い
」 

 
 

山
口 

結
愛 

「
楽
し
み
は 

パ
ス
を
し
な
が
ら 

走
り
ぬ
け
て 

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら 

シ
ュ
ー
ト
を
う
つ
時
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
藤
莉
士
馬 

「
た
の
し
み
は 

家
族
み
ん
な
で 

花
火
す
る 

パ
チ
パ
チ
の
音 

サ
イ
コ
ー
の
時
」 

 

渡
邉 

優
菜 

「
海
水
浴 

ゴ
ー
グ
ル
つ
け
て 

潜
っ
て
く 

い
ろ
ん
な
発
見 

何
が
あ
る
か
な
」 

 
 

鏡 

大
清 

「
西
の
空 

沈
み
か
け
て
る 

太
陽
を 

五
人
の
ピ
ー
ス 

星
で
囲
ん
で
」 

 
 

 
 

 

高
野 

日
葵 

「
き
れ
い
だ
な 

桜
の
花
を 

ま
た
見
た
い 

次
の
日
見
た
ら 

か
れ
は
じ
め
て
い
た
」 

今
野 

優
里 

「
夜
映
画 

実
物
み
た
い 

そ
れ
故
に 

推
し
が
死
ぬ
と 

顔
が
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
」 

 
 

鏡 

十
和
音 

「
あ
の
夕
陽 

静
か
に
現
わ
れ 

静
か
に
散
る 

ふ
と
空
見
る
と 

虹
に
染
ま
っ
て
る
」 

長
澤 

龍
生 

【
五
年
生
】 「

暑
い
夏 

テ
レ
ビ
の
前
で 

応
援
だ 

自
分
も
い
つ
か 

甲
子
園
へ
と
」 

 
 

 
 

 

會
田 

駿 

「
夏
休
み 

家
族
と
楽
し
く 

海
に
行
っ
た 

思
い
で
作
り 

楽
し
く
過
ご
し
た
」 

 
 

 

鏡 

心
道 

「
野
球
組 

ま
ち
に
待
っ
た 

お
と
ま
り
会 

み
ん
な
わ
い
わ
い 

水
で
っ
ぽ
う
だ
！
」 

工
藤 

源
虎 

「
秋
の
朝 

外
に
で
る
と 

寒
す
ぎ
る 

家
の
中
入
ろ
う 

ヒ
ー
タ
ー
つ
け
る
」 

 
 

 

齋
藤 

巧
汰 

「
夏
の
夜 

だ
ん
だ
ん
寒
く 

な
っ
て
き
た 

ぜ
ん
ぜ
ん
ね
れ
な
い 

だ
ん
ぼ
う
つ
け
る
」
齋
藤 

学
志 

「
新
し
い 

バ
ッ
ト
で
す
ぶ
り 

ま
だ
な
れ
ず 

毎
日
ふ
っ
て 

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
つ
」 

 

齋
藤 

稜
太 

「
夏
休
み 

海
も
プ
ー
ル
も 

行
け
な
く
て 

の
ん
び
り
過
ご
し
た 

ぼ
く
の
夏
休
み
」 

松
村 

亜
星 

「
海
の
上 

み
な
も
に
う
つ
る 

太
陽
は 

キ
ラ
キ
ラ
ゆ
れ
て 

光
り
か
が
や
く
」 

 
 

堀
江 

秀 
「
秋
が
来
る 

家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ 

し
て
る
ん
だ 

も
う
ふ
も
い
い
け
ど 

こ
た
つ
も
い
い
な
」 

 
 

山
口 

聖
琉 

「
夏
の
雨 
ぽ
た
り
ぽ
た
り
と 

す
ず
し
さ
が 

寒
気
が
続
き 

秋
が
近
づ
く
」 

 
 

 

江
口 

遥
花 

「
用
具
係 
看
板
の
紙 

は
り
か
え
る 

画
び
ょ
う
が
固
い 

力
を
入
れ
る
」 

 
 

 
 

坂
本 

小
雪 

「
秋
な
ん
だ 

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と 

風
の
音 

秋
っ
て
い
い
ね
と 

と
い
か
け
て
み
た
」 

齋
藤 

芽
叶 

「
幹
部
で
も 

頭
が
ぐ
る
ぐ
る 

ま
わ
り
そ
う 

六
年
生
は 

い
つ
も
す
ご
い
な
」 

 
 

吉
田 

梨
乃 

「
七
ヶ
宿
で 

魚
つ
り
を 
し
た
ん
だ
よ 

さ
お
を
入
れ
た
ら 

ぱ
く
っ
と
食
い
つ
く
」 

寒
河
江
奏
穏 

「
夏
休
み 

プ
ー
ル
で
あ
そ
び 
ず
ぶ
ぬ
れ
だ 

水
で
っ
ぽ
う
で 

か
け
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
齋
藤 

寛
己 



      
 

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
七
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の 
９ 
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
〈

お
盆
の
行
事
と
行
事
食
〉  

お
盆
の
行
事
は
、
七
月
十
三
日
の
墓
参
り
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
の
日
は
、
屋
敷
周
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し
、
仏
壇

を
飾
り
、
準
備
が
で
き
次
第
、
夕
方
か
ら
家
族
連
れ
だ
っ

て
墓
参
り
を
し
た
。
主
は
、
袴
を
着
け
、
子
ど
も
た
ち
は

新
調
し
て
も
ら
っ
た
浴
衣
を
着
て
、
祖
先
の
霊
を
迎
え
た
。  

そ
の
夜
は
、
冷
や
し
そ
う
め
ん
と
、
ナ
ス
、
さ
さ
ぎ
、

麩
の
揚
げ
物
程
度
の
お
供
え
で
す
ま
し
、
翌
十
四
日
の
朝
、

盆
の
餅
を
つ
く
。
小
豆
餅
、
納
豆
餅
、
ぬ
た
餅
に
、
大
根

お
ろ
し
と
す
ま
し
汁
を
付
け
る
。
ぬ
た
は
、
枝
豆
の
豆
を

ゆ
で
て
豆
を
出
し
、
き
ざ
ん
で
す
り
鉢
で
す
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
餅
に
ま
ぶ
し
た
も
の
が
ぬ
た
餅
で
あ
る
。 盆

料
理
は
、
お
も
に
十
五
、
十
六
日
あ
た
り
に
来
客
向

け
に
つ
く
る
。
昆
布
巻
き
ニ
シ
ン
、
さ
さ
ぎ
、
麩
、
か
ぼ

ち
ゃ
、
ナ
ス
な
ど
。（
写
真
③
は
お
盆
の
料
理
。
左
上
か
ら

時
計
回
り
に
、
揚
げ
物
（
ナ
ス
、
さ
さ
ぎ
）
、
昆
布
巻
き
ニ

シ
ン
、
さ
さ
ぎ
の
ぬ
た
あ
え
、
し
た
ず
、
ね
ぎ
、
そ
う
め

ん
、
中
：
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
び
き
。） 〈

八
朔
（
は
っ
さ
く
）
つ
い
た
ち
（
八
月
一
日
）〉 こ

の
日
は
、
青
豆
ま
ま
（
枝
豆
ご
は
ん
）
を
炊
い
て
青

が
や
の
箸
で
食
べ
る
風
習
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
は
、
新

穀
物
の
収
穫
を
祝
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
行
事
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。  

ご
馳
走
は
、
青
豆
ご
飯
に
、
大
き
め
の
焼
き
目
刺
し
、

ナ
ス
漬
、
豆
腐
の
醤
油
汁
な
ど
で
あ
る
。
さ
さ
や
か
で
あ

る
が
、
塩
味
の
き
い
た
白
米
の
青
豆
ご
は
ん
は
季
節
感
が

あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
す
る
料
理
で
あ
る
。（
写
真
④
）  

八
朔
（
は
っ
さ
く
）
つ
い
た
ち
に
、
青
が
や
で
青
豆 ご

飯
を
食
べ
る
と
気
分
も
新
た
に
な
り
、
明
日
へ
の
鋭
気

が
養
わ
れ
る
よ
う
な
気
に
な
る
。 （

次
回
は
、
食
生
活
の
最
終
版
と
し
て
、
冬
支
度
と
秋
の

食
生
活
に
つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。
）  

（写真①） 

（写真④） 

お
や
つ―

か
き
餅
、
ス
イ
カ
、
ト
ッ
キ
ビ
な
ど  

夏
の
日
は
長
く
昼
休
み
も
あ
っ
た
の
で
、
母
親
は
、 学

校
か
ら
帰
っ
て
来
る
子
供
の
た
め
に
か
き
餅
を
焼
い
た

り
揚
げ
た
り
し
て
、
戸
棚
に
入
れ
て
お
い
た
。
小
学
校
高
学

年
の
子
供
は
、
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
、
田
ん
ぼ
や
畑
に
農
作

業
の
手
伝
い
に
行
く
。
ま
た
夏
は
、
瓜
、
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
、

ト
ッ
キ
ビ
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
な
ど
が
豊
富
に
あ
っ
た
。 夕―

麦
飯
、
い
る
か
汁
、
キ
ュ
ウ
リ
漬
、
ナ
ス
漬  

い
る
か
汁
は
、
新
し
い
夏
芋
が
出
る
と
、
四
、
五
回
は
作

っ
て
食
べ
た
。
お
か
ず
に
な
る
汁
も
の
で
あ
る
。
取
り
合
わ

せ
材
料
は
、
い
る
か
（
塩
ク
ジ
ラ
の
皮
下
脂
肪
）、
夏
い
も
、

な
つ
な
（
ふ
だ
ん
そ
う
）
、
え
ど
豆
（
さ
や
え
ん
ど
う
）
な
ど
。

こ
れ
ら
を
ど
っ
さ
り
使
っ
て
、
実
だ
く
さ
ん
の
汁
を
作
る
。

（
写
真
②
）  

土
用
の
丑
の
日
に
は
、「
土
用
ど
ん
じ
ょ
」
と
い
う
ど
じ
ょ

う
汁
を
食
べ
る
風
習
が
あ
っ
た
。
子
供
等
が
沼
や
川
か
ら
捕

っ
て
来
た
も
の
を
熱
湯
に
入
れ
て
殺
し
、
そ
れ
に
ご
ぼ
う
や

豆
腐
、
ネ
ギ
な
ど
を
入
れ
て
、
醤
油
仕
立
て
に
す
る
。
ま
た
、

ど
じ
ょ
う
に
醤
油
と
酒
を
加
え
て
蓋
を
し
て
蒸
し
煮
に
し
、

卵
で
と
じ
る
料
理
も
あ
っ
た
。
夏
の
間
、
２
、
３
回
は
ど
じ

ょ
う
料
理
を
食
べ
た
。   〈

夏
、
夏
負
け
と
闘
い
な
が
ら
田
の
草
取
り
に
精
出
す
〉  

田
植
え
が
終
わ
り
、
豆
類
の
種
ま
き
な
ど
の
畑
仕
事
が
一
段
落

す
る
と
、
田
の
草
取
り
が
待
っ
て
い
る
。  

一
番
草
か
ら
三
番
草
ま
で
、
気
温
の
高
い
年
は
、
四
番
草
ま
で

と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
三
、
四
番
草
は
、
炎
天
下
で
の
作
業
で
あ

っ
た
。
暑
さ
の
た
め
食
欲
を
な
く
し
、
夏
負
け
を
お
こ
す
。
牛
や

馬
を
飼
っ
て
い
れ
ば
、
朝
草
刈
り
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
ん
な
夏
に

は
、
色
の
良
い
漬
け
た
て
の
ナ
ス
が
食
欲
を
そ
そ
っ
た
。 朝―

麦
飯
、
夏
芋
の
お
づ
け
（
お
汁
）、
だ
し
、
ナ
ス
漬  

だ
し
は
、
も
ぎ
た
て
の
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
み
ょ
う
が
だ
け
、

ネ
ギ
を
粗
目
の
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、
削
り
か
つ
と
醤
油
で
味
を

つ
け
、
温
か
い
ご
飯
に
か
け
て
食
べ
る
。  

夏
い
も
（
じ
ゃ
が
い
も
）
が
出
始
め
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
食

べ
る
。
漬
物
は
、
断
然
ナ
ス
漬
、
キ
ュ
ウ
リ
漬
で
、
切
ら
ず
に
一

本
の
ま
ま
食
べ
た
。 昼―

上
：
左
か
ら
生
豆
腐
、
キ
ュ
ウ
リ
漬
け 下

：
水
ま
ま
、
梅
干
し  

暑
さ
と
疲
労
で
食
欲
が
な
く
な
る
と
、
朝
の
ご
は
ん
を
水
で
洗

っ
て
、
水
ま
ま
に
し
て
食
べ
る
。
お
か
ず
は
、
生
豆
腐
（
冷
や
や

っ
こ
）
、
キ
ュ
ウ
リ
漬
け
、
梅
干
し
な
ど
で
あ
っ
た
。
た
ま
に
は
、

キ
ュ
ウ
リ
び
き
も
食
べ
た
。
キ
ュ
ウ
リ
び
き
と
は
、
キ
ュ
ウ
リ
を

薄
く
小
口
切
り
に
し
、
塩
で
も
ん
で
水
洗
い
し
、
酢
醤
油
で
味
付

け
し
た
も
の
で
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
夏
の
味
覚
で
あ
る
。（
写
真
①
） （写真②） 

（写真③） 
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令和 3年 1�月 1日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７８９－２５０ 

http://nakagawa-1.net/ 

１公民館だよ 

11月 0日（火）会員 12名で「着物生地小
作り」を開催い開たしま。きらもあるあも、板
垣さ 1132（子）ん8（日）に。きで生講師てだ 

11月 2日（子）ん8日（日）でブ日ロんーチく準備どれでようんか選8垣講師てだぶけ楽な柄るの部分
。きすれん同じで趣にがわらもビじズう分物つるあも、華やさ皆そぞで素敵物講完う準部ん板やよ成せ準♪
く中く川準ら区育で講物あも分ん連絡ま協せよでま議部チ主ん少年ん女球技さよ大グラんウンドでゴルまフ
趣供ちに１♪準成参加金曜まあ雨く部う１♪ズう物んコ大にコ雨も生講師てだぶけ楽な柄るの部しま。き１
♪ズう分物つるあも、デがィうあわんショ心配ん晴続当おん配天心お会お配気部デ最高まらもビつるあも分ん
ズで気せ準区育で講物。きにも成部行らもズうに金１♪こらでと毎はまらもビつんチ雨わ気く雨もう！プせ
れあじレらる１、 

ホ日。会イ物さんワ出ほ腕前初め！入ずで悪入ま戦苦に闘りみ忙手た分ち中れん伝体長髙物さ梨上ん火山
で市スポツんたをり推開進委開鈴りで講物さん木な上放課会チんもじすラで後教準室放分ネタすれん講師付
添体んっ保護者っ様ごで同ざ準ざ来ま度の趣公で同すに！プ民つるあも、るも生！館力会しよもじすラで趣
にがわらもビつん思あラ物らもビじ記分物つもで物さ準らくうレらる１、付添体で趣公く川団事あわらもビ
らも放上物で業報り皆りぞりよ！告課物ん各うラ成要川望に等述１♪ズう分物つるあも、4日ロんべ建く川
設土係武る物と田道ららもビつるあもん同じで路問題で早対ん応他に関部分うせデ詳らるあも、話気部参聞
言あほ葉る１、 

 

に結ほ分部るあも果果な柄るの部他日よん男一にと位あ
らもビつんフのフの林璃わらもビらわんす川に後教準ネ
タに準部るあも、と空ま二わらも趣く川よん後教ビ河三
う毎雨わらもビつんう雨わよ零あじ準部るあも766穏 

ぶけ楽な柄るの部しに鏡ネ１♪室放に準♪で物んのくす空
十すラ気部んらのよ気部よもじすラで和音でと空う野まべ
建あわらもビつるあも、芽齋藤準野に成せ空ま叶雨わらズ
せくう庶務準分川ん男一に危機わらもビらわん後教準室放 

http://nakagawa-1.net/


    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 16 日（火）～17 日
（水）、中川地区会長会合同研修
会が行われ、総勢 12名で庄内方
面に見学・研修に行ってきまし
た。天候にも恵まれ、一日目は、
古沢酒造資料館見学、羽黒山神
社では中川地区の安寧とコロナ
収束祈願をしてきました。翌日
は龍澤山善法寺を訪れ御池神社
にある貝喰みの池の人面魚も見
てきました！参加して下さいま
した皆様、お疲れ様でした。 

1１月 9 日(火)「1 階図書室のストーブが異常燃焼し、周囲の可燃物に引
火し延焼」という設定で、第２回自衛消防訓練を行いました。館長より、公
民館で火事を出さないことはもちろん、日頃からの訓練と心がけが必要との
助言をいただき、改めて、訓練の大切さを実感いたしました。 

皆様も家庭での自主訓練や消火器の点検等を行ってみてはいかがでしょう
か？これからますます寒くなりますので火の取り扱いにはくれぐれもご注意
ください。 

第７回粋いき倶楽部 
11月 12日（金）粋いき倶楽部の秋の一日

研修が、会員２２名の参加で開催され、寒河江
市にある奈良時代天平年間に聖武天皇の勅命
によって開基されたと伝えられている「瑞宝山 

本山慈恩寺」を拝観してきました。あいにくの
雨でしたが、国指定重要文化財である本堂と、
市指定有形文化財の薬師堂をガイドの方に案
内していただき、国、県、市が定める数々の秘
仏について、木造でできていて軽く背負って運
んでいたことや、本物に近い目にするために水
晶をはめ込んでいるので、光って見えることな
ど、他にも興味深いお話をたくさん聞くことが
できました。その後は、寒河江駅前にある「こ
ころの宿一龍」さんへ移動して、温泉で冷えた
体を温め、おいしい昼食を堪能してきました♫ 

 11月 15日（月）会員２６名で、グラウン
ドゴルフ愛好会反省会と令和３年度ホールイ
ンワン賞の表彰式が行われました。和気あいあ
いとした笑いあふれる会となり、一人ずつの感
想でも「楽しい一年だったので来年も参加して
頑張りたい」という言葉が多く、練習時も楽し
い時間となっていることが伝わってきました。
来年も楽しみながら健康作りをして、ホールイ
ンワン賞も目指して練習していきましょう！ 

令和 3年度ホールインワン賞 

1位  会田 源蔵さん  19本 

2位   志田 慶治さん  17本 

3位  佐藤 宏さん   14本 

4位  青木 孝子さん  11本 

5位  齋藤 嘉子さん  11本 

6位  齋藤 茂和さん  11本 

7位  木村 さよ子さん 10本 

   
 11月 24日（水）テラポイド
の石井さんをお迎えし、会員１2

名の参加でウォーキング反省会
が開催され、多くの感想・意見を
出していただきました。今年度の
前半はコロナの影響がでること
を見越し、近場で楽しめる計画を
立てたことで、上山再発見を楽し
んでいただけたようです。来年度
も皆さんの意見をもとに計画を
立て、一緒に楽しく健康アップを
目指しウォーキングできればい
いなあと思います。会員の皆さ
ん、ありがとうございました！！ 

 



     行事予定  

 

12/1(水)  市報・館報 

  三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

12/3(金)  第9回そば打ち教室 

12/6(月)  中川地区食改「地区健康教室（講演会）」 

12/7(火)  ボランティアによる大掃除 

12/9(木)  中川地区表彰委員会 

      中川地区会長会忘年会 

12/10(金) 第9回パソコンクラブ 

12/12(日) 藁打ち（しめ飾り） 

12/17(金) 出前スポーツ教室（シャフルボード）  

12/19(日) しめ飾り作り 

12/24(金) 第9回女性学級きらり 

12/28(火) 仕事納め 

 

詩吟教室（火曜日） 12/7、14、21 

ピンポン愛好会（木曜日）12/2、9、16、23 

スポーツ麻雀愛好会 12/4、11（土曜日） 

          12/23（木曜日） 

行事予定 
 
 

1/4(火)  仕事始め 

市新年祝賀会 

1/6(木)   市報・館報 

  中川地区会長会  

公民館運営協議会 

1/7(金)  中川地区新年祝賀会 

1/11(火)  第10回そば打ち教室 

      第2回福祉村だより編集委員会 

1/12(水)  第8回粋いき倶楽部だんご木飾り  

1/14(金)  第10回パソコンクラブ 

1/18(火)  第10回女性学級きらり 

「出前スポーツ教室（ボディメンテ）」 
1/28(金)  雪と遊ぶ会  

 

詩吟教室（火曜日） 1/11、18，25 

ピンポン愛好会（木曜日）1/6、13、20、27 

スポーツ麻雀愛好会 1/8、15（土曜日） 

          1/27（木曜日） 

只今、短歌・俳句・和歌・川柳等を随時募集しておりますが、先月より、中川小学校の児童の皆さんの短歌を掲

載しています！今月は 4 年生・3 年生の皆さんです。家族を思う短歌や、楽器を楽しむ短歌、どれも思いが伝わ

って来ますね！！引き続き、地区の皆さんの作品も募集しておりますので、お気軽にご応募ください。 

【
四
年
生
】 「

お
姉
ち
ゃ
ん 

毎
日
勉
強 

バ
リ
バ
リ
と 

山
ほ
ど
や
っ
て
て 

す
ご
い
姉
ち
ゃ
ん
」 

 
  

 

江
口 

悠
大 

「
悪
ま
み
た
い 

い
つ
も
ガ
ミ
ガ
ミ 

お
こ
る
け
ど 

ぼ
く
は
大
好
き 

い
つ
も
の
お
か
ん
」 

 

小
林 

璃
空 

「
兄
ち
ゃ
ん
と 

マ
リ
オ
カ
ー
ト
で 

勝
負
し
て 

負
け
ち
ゃ
っ
た
け
ど 

ま
た
や
り
た
い
な
」
長
澤 

怜
駕 

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で 

打
ち
合
っ
て 

姉
ち
ゃ
ん
が
勝
っ
て 

次
ま
た
や
ろ
う
」 吉

田 

陽
真 

「
夜
お
そ
く 

受
け
ん
勉
強
の 

お
兄
ち
ゃ
ん 

す
い
み
ん
不
足
が 

少
し
心
配
」 

 
 
 
 
  

 

稲
毛 

菜
花 

「
お
兄
ち
ゃ
ん 

テ
ス
ト
勉
強 

い
そ
が
し
そ
う 

百
点
と
っ
て 

わ
た
し
も
う
れ
し
い
」 

  
 

宇
津
木 

萌
彩 

「
お
兄
ち
ゃ
ん 

け
ん
か
も
す
る
け
ど 

一
し
ょ
に
あ
そ
ぶ 

に
こ
に
こ
い
っ
ぱ
い 

と
っ
て
も
大
好
き
」 

鏡 

沙
羅 

 
 

「
お
母
さ
ん 

姉
た
ち
の
こ
と
で 

い
そ
が
し
そ
う 

わ
た
し
の
話
も 

聞
い
て
ほ
し
い
な
」 

 

木
村 

美
月 

「
六
時
半 

今
日
は
お
そ
い
な
あ
と 

マ
マ
を
待
つ 

と
び
ら
が
開
く
と 

と
び
つ
き
ハ
グ
」 

 

佐
々
木 

陽
菜 

「
お
姉
ち
ゃ
ん 

い
つ
も
け
ん
か
に 

な
る
け
れ
ど 

私
の
お
ね
が
い 

き
い
て
く
れ
る
ん
だ
」
高
野 

芽
梨 

「
夕
は
ん
の 

料
理
を
し
て
い
る 

お
母
さ
ん 

宿
題
終
わ
し
て 

わ
た
し
も
手
伝
う
」 

 
  

 

髙
橋 

華
澄 

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
と 

ペ
ー
ジ
ワ
ン
で 

も
り
あ
が
り 

わ
た
し
は
負
け
て 

も
う
一
回
だ
」 

  
 

松
浦 

り
お 

「
夏
休
み 

花
火
を
見
に 

市
役
所
へ 

に
っ
こ
り
マ
ー
ク 

キ
ラ
キ
ラ
光
る
」 

 
 

 
 
 
  

寒
河
江 

颯
亮 

「
夏
休
み 

海
鮮
丼
を 

食
べ
に
い
っ
た
よ 

大
き
く
ぶ
あ
つ
く 

お
肉
み
た
い
だ
」 

 
 
 
  

齋
藤 

桜 

 【
三
年
生
】 「

キ
ー
ボ
ー
ド 

き
れ
い
な
音
が 

ひ
び
い
た
よ 

ま
た
や
り
た
い
な 

ち
が
う
が
っ
き
で
」  

佐
藤 

優
愛
莉 

 
 

 
 

 

「
コ
ン
サ
ー
ト 

ウ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク 

コ
ン
コ
ン
と 

よ
か
っ
た
の
に
ー 

あ
っ
ま
ち
が
え
た
」
加
藤 

杏
南 

「
コ
ン
サ
ー
ト 

木
き
ん
ひ
い
た 

ま
ち
が
え
た 

リ
ズ
ム
が
あ
っ
た 

さ
い
こ
う
だ
っ
た
」 

 

山
田 

真
碧 

「
音
楽
で 

大
き
く
ひ
び
く 

て
っ
き
ん
を 

ひ
い
て
み
た
い
な 

き
れ
い
な
が
っ
そ
う
」  

 

齋
藤 

友
結 

「
ク
ラ
ベ
ス
を 

コ
ン
コ
ン
と 

た
た
い
た
よ 

み
ん
な
の
音
と 

き
れ
い
に
ひ
び
い
た
」 

 

佐
藤 

颯
亮 

「
コ
ン
サ
ー
ト 

ポ
コ
ポ
コ
ポ
コ
ポ 

た
の
し
そ
う 

い
ろ
ん
な
音
が 

ひ
び
き
わ
た
る
よ
」 

 

山
口 

媛
愛 

「
バ
ス
キ
ー 

ト
ン
ト
ン
フ
ァ
フ
ァ
フ
ァ 

ど
う
し
よ
う 

ま
ち
が
え
ち
ゃ
っ
た 

心
が
ひ
や
っ
と
」 

 

齋
藤 

沙
耶 

「
ホ
ー
ル
に
は 

木
き
ん
鉄
き
ん 

二
つ
の
音 

キ
ン
キ
ン
コ
ロ
リ 

ひ
び
き
わ
た
っ
た
」 

  
 

関
原 

佳
音 

「
コ
ン
サ
ー
ト 
木
き
ん
楽
し
い 

ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン 

来
年
も
し
た
い 

が
っ
き
を
か
え
て
」 

中
村 

心
咲 

「
オ
ル
ガ
ン
で 

き
れ
い
な
音
色 

た
く
さ
ん
の 

楽
器
が
あ
っ
て 

と
て
も
に
ぎ
や
か
」 

 

山
田 

零
穏 

「
コ
ン
サ
ー
ト 

木
き
ん
ひ
い
た 

だ
い
名
は 

「
ゆ
か
い
な
木
き
ん
」 

音
が
に
ぎ
や
か
」 

秋
葉 

芽
依 

「
コ
ン
サ
ー
ト 

木
き
ん
た
た
い
た 

強
弱
が 

た
い
へ
ん
だ
け
ど 

愉
快
な
気
持
ち
」 

 
 

佐
藤 

楓 

「
ぼ
く
た
ち
の 

え
ん
そ
う
き
い
て 

五
年
生 

「
音
が
き
れ
い
」
と 

ぼ
く
ら
ほ
ほ
え
む
」 

山
口 

大
地 

 



      
 

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
八
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の   
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
○
夕
食―

麦
飯
、
い
も
子
汁
、
さ
ん
ま
焼
き
、
菊
の
ひ
た

し
、
漬
物  

一
日
精
一
杯
働
く
の
で
、
夕
食
が
楽
し
み
で
あ
る
。
農
繁

期
は
何
か
し
ら
生
臭
も
の
が
つ
き
、
塩
引
き
（
塩
鮭
の
切
り

身
）
が
よ
く
出
る
。  

菊
は
、
黄
菊
と
朱
色
の
花
の
２
種
類
。
菊
散
ら
し
（
花
弁

を
む
し
る
こ
と
）
を
し
て
さ
っ
と
茹
で
、
ひ
た
し
に
し
て
食

べ
る
の
が
最
も
多
い
。
ほ
ろ
苦
さ
と
甘
さ
と
、
さ
き
さ
き
し

た
歯
触
り
は
、
秋
の
日
常
の
お
か
ず
の
代
表
で
あ
る
。  

秋
は
、
里
芋
の
美
味
し
い
季
節
。
い
ろ
い
ろ
利
用
さ
れ
る
。

い
も
汁
も
そ
の
一
つ
。
某
家
で
は
、
鶏
五
十
羽
を
飼
っ
て
お

り
、
そ
の
廃
鶏
を
利
用
し
て
作
る
。
い
も
子
、
鶏
肉
の
ほ
か
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
ネ
ギ
な
ど
を
入
れ
大
き
な
鍋
で
煮
る
。
こ
れ

は
、
汁
で
あ
り
、
煮
物
で
あ
り
、
お
か
ず
で
も
あ
る
。
い
も

子
汁
を
作
っ
た
と
き
は
、
ほ
か
に
漬
物
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ

る
（
写
真
③
は
、
上
か
ら
青
菜
漬
、
麦
飯
、
い
も
子
汁
）
。 〈

刈
り
上
げ
行
事
食
〉  

餅
は
、
年
間
十
五
、
十
六
回
も
つ
く
が
、
九
月
二
十
九
日

の
刈
り
上
げ
ほ
ど
旨
い
餅
は
な
い
。
刈
り
上
げ
は
、
主
な
農

作
業
も
ほ
ぼ
片
付
け
、
一
年
の
作
柄
を
祝
い
、
田
の
神
に
感

謝
し
、
秋
の
喜
び
を
祝
う
行
事
で
あ
る
。  

餅
は
、
小
豆
餅
、
納
豆
餅
、
雑
煮
に
す
る
が
、
刈
り
上
げ

餅
の
中
心
は
雑
煮
餅
で
あ
る
。
刈
り
上
げ
の
雑
煮
は
、
い
も

子
を
使
う
の
が
特
徴
で
あ
る
。  

美
味
し
い
刈
り
上
げ
雑
煮
餅
を
腹
一
杯
食
べ
た
後
の
農

作
業
は
、
農
繁
期
か
ら
解
放
さ
れ
の
び
や
か
な
気
分
に
な

る
。
嫁
た
ち
は
、
子
供
の
お
し
め
を
包
ん
だ
大
風
呂
敷
を
抱

え
て
里
帰
り
し
、
親
元
で
の
び
の
び
と
自
由
を
楽
し
み
、
三
、

四
日
慰
労
の
休
日
を
過
ご
し
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
間
に
も
自

分
の
綿
入
り
着
物
な
ど
を
縫
っ
て
冬
に
備
え
た
と
い
う
。 （

次
回
は
、
再
び
国
の
統
治
機
構
に
戻
り
、
明
治
憲
法
に
つ

い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。
）     

（写真①） 

〈
秋―

収
穫
の
喜
び
と
冬
じ
た
く
〉  

稲
を
刈
り
、
米
に
す
る
ま
で
に
は
、
杭
掛
け
、
稲
返
し
、
田
ん

ぼ
か
ら
屋
敷
内
の
作
業
小
屋
ま
で
運
搬
し
、
稲
こ
ぎ
（
脱
穀
）、
米

ご
せ
（
籾
す
り
）
な
ど
、
幾
段
階
か
の
作
業
を
経
る
。
そ
し
て
、

出
来
た
米
は
、
一
部
は
「
年
貢
」
と
し
て
納
め
、
後
は
半
俵
で
も

一
俵
で
も
売
れ
る
米
は
売
り
た
い
。
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
現

実
、
飯
米
確
保
は
二
の
次
。
そ
の
た
め
に
も
、
あ
わ
、
き
み
、
も

ろ
こ
し
、
そ
ば
な
ど
の
雑
殻
を
畑
に
作
り
、
こ
の
時
期
に
収
穫
し

て
米
の
補
い
に
し
た
。  

そ
の
ほ
か
、
用
途
別
の
大
豆
（
味
噌
煮
豆
、
納
豆
豆
、
黒
豆
、

青
豆
、
ク
ル
ミ
豆
な
ど
）、
小
豆
、
さ
さ
ぎ
な
ど
の
豆
類
、
ご
ま
、

白
あ
ぶ
ら
、
し
そ
の
実
ま
で
、
収
穫
物
の
す
べ
て
を
小
屋
や
家
の

中
、
屋
敷
内
に
取
り
込
ん
で
、
冬
に
備
え
、
か
つ
１
年
分
の
食
糧

を
確
保
す
る
。（
写
真
①
は
、
大
豆
を
豆
幹
か
ら
は
じ
き
出
す
豆
ぶ

ち
の
様
子
）  

天
候
不
順
の
年
な
ど
は
、
み
ぞ
れ
降
る
な
か
で
、「
ク
ー
ン
ク
ー

ン
、
ク
ー
ン
ク
ー
ン
」
と
足
ふ
み
脱
穀
機
の
音
を
響
か
せ
る
こ
と

も
あ
る
。
秋
仕
事
は
無
限
に
あ
る
。
い
っ
そ
雪
で
も
降
っ
て
く
れ

れ
ば
落
ち
つ
く
も
の
を
と
思
う
と
き
も
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
観
念

し
て
草
履
つ
く
り
の
下
準
備
に
か
か
れ
る
か
ら
だ
。  

主
婦
は
、
漬
物
が
完
了
し
な
い
う
ち
は
肩
の
荷
が
お
り
な
い
。 ○

朝―

麦
飯
、
い
も
子
の
お
づ
け
、
秋
玉
菜
の
煮
び
た
し
、
き
り

こ
み
、
ナ
ス
の
か
ら
し
漬  

い
も
子
（
里
芋
）
と
大
根
の
千
切
り
を
お
づ
け
に
し
た
り
、
秋 （写真②） 

（写真③） 

10 玉
菜
（
秋
キ
ャ
ベ
ツ
）
を
油
で
炒
め
て
煮
び
た
し
に
し
た
り
す

る
。
き
り
こ
み
（
イ
カ
の
塩
辛
）
は
多
め
に
買
っ
て
小
さ
い
瓶
に

常
備
し
て
お
き
、
小
出
し
し
て
、
刻
み
ネ
ギ
や
大
根
お
ろ
し
な
ど

と
合
わ
せ
て
食
べ
る
。
漬
物
は
、
ナ
ス
の
か
ら
し
漬
や
な
ん
ば
ん

漬
、
そ
の
ほ
か
お
ろ
抜
き
（
間
引
き
）
青
菜
の
即
席
漬
な
ど
で
あ

る
。「
秋
ナ
ス
は
嫁
に
食
わ
す
な
」
な
ど
と
皮
肉
な
言
い
回
し
を

す
る
く
ら
い
、
秋
ナ
ス
は
お
い
し
さ
抜
群
で
あ
る
。  

麦
飯
に
代
わ
っ
て
、
と
き
た
ま
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ま
ま
を
す
る
こ

と
が
あ
る
。
す
る
と
、
初
め
の
う
ち
は
美
味
し
く
て
、
サ
ツ
マ
イ

モ
だ
け
を
拾
う
よ
う
に
し
て
食
べ
る
。 ○

昼
の
弁
当―

麦
飯
、
な
ご
炒
り
、
な
ん
ば
の
葉
煮
、
お
み
漬  

昼
は
、
大
体
朝
食
と
同
じ
だ
が
、
田
ん
ぼ
が
半
道
（
半
里
）
以

上
も
あ
れ
ば
弁
当
持
ち
で
出
か
け
る
。
そ
ん
な
と
き
の
お
か
ず

に
は
、
な
ご
炒
り
（
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
）
や
な
ん
ば
（
と
う
が
ら
し
）

の
葉
煮
、
早
め
の
お
み
漬
（
青
菜
、
大
根
、
か
ら
い
も
〈
き
く
い

も
〉
の
切
り
漬
）、
梅
干
し
な
ど
を
よ
く
入
れ
る
。（
写
真
②
は
、

上
段
左
か
ら
な
ん
ば
の
葉
煮
、
な
ご
炒
り
、
真
ん
中
お
み
漬
、
下

段
左
か
ら
麦
飯
、
お
汁
） ○

お
や
つ
ー
ゆ
で
栗
、
渋
抜
き
し
た
柿
、
蒸
し
サ
ツ
マ
イ
モ  

稲
を
刈
り
な
が
ら
イ
ナ
ゴ
を
追
い
、
一
す
み
に
集
め
て
お
き
、

い
っ
と
き
作
業
の
手
を
休
め
て
イ
ナ
ゴ
と
り
を
す
る
。
あ
っ
ぽ

と
い
う
専
用
の
竹
か
ご
に
つ
か
ま
え
て
入
れ
る
。
そ
し
て
、
一
晩 か

け
て
な
ご
炒
り
（
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
つ
く
り
）
を
す
る
。
貴
重
な

お
か
ず
に
な
る
。
炒
っ
た
イ
ナ
ゴ
は
瓶
に
入
れ
て
、
冬
ま
で
保
存

す
る
。 



                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      第４７０号 

令和 4年 1月 6日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 

http://nakagawa-1.net/ 

公民館だより 

 地域とともに歩む中川地区公民館は、公設民営化(指定管理

者制度）第四期二年目の年になり順調に運営されておりま

す。今年も新たな気持ちで役職員一同一生懸命努力して参り

ますので、地区民並びに、行政関係者皆様方のご協力とご支

援を、お願い申し上げ新年の挨拶と致します。 

 

令和四年吉日 

輝かしき年の初めに、皆々様のご清福をご祈念申し上げます。  旧年中は、ひとかたならぬご愛顧を賜り、心より感謝申し上げます。減少はしてい
るものの未だにコロナ感染のニュースが続いております。皆様には、コロナに負け

ず、健康で明るい良い年でありますように、公民館役職員一同心よりお祈り申し上

げます。本年もよろしく、ご鞭撻下さいますようお願い致します。        
館 長       山田 君夫 

事務長      佐藤 友治 

地域活動推進員  柏倉 美穂 

地域活動推進員  三瓶 良子 

 

11月 26日(金)防犯協会中川支部研

修会が開かれ、鏡吉実支部長の挨拶に続

き、上山警察署駅前交番の柴崎貴文巡査

部長より上山市の犯罪状況など貴重な

お話を伺い、特殊詐欺対策のDVDを鑑

賞しました。空家侵入、自転車盗難を防

ぐには戸締りを忘れず、自動車・自転車

は無施錠にしないこと。多様な手口の特

殊詐欺対策には、固定電話は留守番電話

にしておく、家族で対策を事前に話し合

うなど、「自分の身は自分で守る」こと

が必要となってきます。さらに、地区全

体でも防犯意識が大切です。中川地区防

犯協会では毎年独自に「防犯診断」もし

ていますので、自分たちの地区は自分た

ちで守る意識を心がけましょう。 

 駅前交番  

柴崎貴文 巡査部長 

12月 6日（月）中川地区食改主催「あなたの

血管年齢は何才？血管年齢を若返らせよ

う！！」のテーマで、上山市健康推進課の入野 

晶子主査にお越しいただき、２５名の参加で講

演会が行われ、参加者全員の血管年齢を測定し

ていただきました。皆さん喜んだり焦った

り！！していましたが、血管年齢を若返らせる

方法をしっかりとメモしてしました。食生活や

運動が基本となりますが、日頃から自分の身体

を意識して行動することが大切です！ 

http://nakagawa-1.net/


 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出前スポーツ教室 
「シャフルボード」  毎年恒例となっております、全３

回の「出前スポーツ教室」、１回目は

12月18日(金)に《シャフルボード》
を 10 名参加で、齋藤武司先生に指
導していただきました。細長い杖を
使って、円盤をコート上に押し出し、
得点区域に多く留めて点数を競い合
うスポーツです。公民館職員含め皆

さん初めての体験でしたが、「楽しか
った～♫」「またやりたい！」と、大
変好評でした。２回目は 1月 18日
(火)《ボディメンテ（午後 13：30

～）》ですが、定員に達したため募集
は終了いたしました。 

１２月６日(月)は、中川食生活改善推進協

議会の皆さんにより調理室を、7日(火)は各
地区会長さんはじめ、各会や教室など、ボラ
ンティアの皆さんのご協力により公民館の大
掃除が行われました。あいにくの雨のにもか
かわらず、外側からのガラス磨きやクモの巣
取り、拭き掃除にワックス掛けと職員だけで

は手の届かないところまで手分けしてきれい
にして下さいました。おかげ様で、すがすが
しく新年を迎えることが出来ます。令和３年
もたくさんの方々に支えられた一年でした。
皆様、本当にありがとうございました。  

12 月 12 日（日）、２２名の参加でしめ

飾り作りに使う藁の、藁打ちが行われまし

た。木づちで藁を叩き、縄にしやすいように

柔らかくします。これを１４本くらいにまと

め、まとめたものを使ってしめ縄を作りま

す！皆さん一生懸命叩いてくれました 

12月 19日（日）「しめ飾り作り」が子ども９名、一般 20

名の参加で開催されました。１２日に打ってまとめた藁を使
って、齋藤晃一さん(薄沢)、齋藤吉博さん(薄沢)、山川正憲さ
ん(永野)の指導のもと、「飾り作り」「縄ない」「飾り付け」等々、
悪戦苦闘しながらも、皆さん、みごとなしめ飾りを完成させ
ていました。しめ飾りを玄関に飾るのは、「歳神様」と言われ

る、生きる力や幸せを授けてくださる神様をお迎えするのに
ふさわしい神聖な場所（家）であることを示すためです。一
生懸命思いを込めて作ったしめ飾りは、きっと多くの幸を連
れて来てくれる事でしょう。令和４年も健康で幸多き年であ
りますように。 

12 月 24 日（金）、つかさ花店さ

んに来ていただき、お正月用の「フラ
ワーアレンジメント」を会員１３名
で開催いたしました。若松や南天が
お正月らしさを引き立て、豪華な仕
上がりになりました。これで、新しい
年を迎えられますね！！ 

 



      行事予定  

 

2/1(火)   市報・館報 

2/2(水)   令和４年度予算審議会 

三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

2/5(土)    笑いと健康のつどい 

2/8(火)    第11回女性学級きらり 

2/14(月)  第11回そば打ち教室 

2/18(金)  第11回パソコンクラブ 

      子ども会育成会反省会 

2/21(月)  出前スポーツ教室（太極拳） 

2/25(金)  第９回粋いき倶楽部閉講式 

（職員不在時間帯あり） 

  

詩吟教室（火曜日） 2/8、15、22 

ピンポン愛好会（木曜日）2/3、10、17、24 

スポーツ麻雀愛好会 2/5、26（土曜日） 

          2/17（木曜日） 

 

行事予定 
 
1/4(火)  仕事始め、市新年祝賀会 

1/6(木)   市報・館報 

  中川地区会長会  

公民館運営協議会 

1/7(金)  中川地区新年祝賀会 

1/11(火)  第10回そば打ち教室 

      第2回福祉村だより編集委員会 

1/12(水)  第8回粋いき倶楽部「だんご木飾り作り」  

（職員不在時間帯あり） 

1/14(金)  第10回パソコンクラブ 

1/18(火)    

(ボディメンテ[13：30～]募集終了) 

1/28(金)  雪と遊ぶ会  

 

詩吟教室（火曜日） 1/11、18，25 

ピンポン愛好会（木曜日）1/6、13、20、27 

スポーツ麻雀愛好会 1/8、15（土曜日） 

          1/27（木曜日） 

 

今月は、中川小学校の２年生・１年生の児童の皆さんの短歌を掲載しています。夏休みに楽しんだ笑顔いっぱい

の情景が伝わって来ます！短歌の掲載は今月で一旦終了といたしますが、短歌・俳句・和歌・川柳等の掲載希望の

方はお気軽に公民館までお問い合わせください！！ 

【
二
年
生
】 「

う
み
の
そ
こ 

う
な
ぎ
み
た
い
に 

お
よ
い
で
る 

魚
の
頭 

右
に
左
に
」 

 
 
 
  

 
 

 
 
 
 
  

稲
毛 

隼
人 

「
カ
ブ
ト
虫 

パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に 

り
か
け
ん
き
ゅ
う 

え
さ
を
し
か
け
て 

こ
な
く
て
ふ
し
ぎ
」 

工
藤 

桜
輔 

「
な
つ
の
あ
さ 

パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に 

サ
ッ
カ
ー
だ 

パ
パ
が
四
点 

ぼ
く
が
十
点
」 

 
 

 
 
 
  

齋
藤 

優
斗 

「
夏
の
日
に 

川
に
行
っ
て 

あ
そ
ん
だ
よ 

水
で
っ
ぽ
う
で 

ぬ
れ
て
び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
」 

 
 
 
 
  

齋
藤 

瑠
音 

「
海
の
中 

ゴ
ー
グ
ル
つ
け
て 

の
ぞ
い
た
よ 

貝
が
ら
あ
っ
た 

白
赤
ピ
ン
ク
」 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

黒
田 

麻
菜
美 

「
海
の
中 

魚
が
お
よ
ぐ 

し
ま
し
ま
だ 

わ
か
め
に
か
く
れ 

ま
た
で
て
き
た
よ
」 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

小
林 

美
怜 

「
夏
休
み 

お
う
ち
で
こ
う
さ
く 

つ
く
っ
た
よ 

お
う
ち
の
レ
ン
ガ 

一
こ
ず
つ
つ
け
た
」 

 
 
 
  

齋
藤 

志
歩 

 
 

「
夏
の
日
に 

せ
み
を
と
っ
た
よ 

い
え
の
う
ら 

ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と 

大
き
く
な
い
た
」 

  
 
 
 
  

齋
藤 

菜
都 

「
夏
の
よ
る 

せ
ん
こ
う
花
火 

き
ょ
う
そ
う
だ 

さ
い
ご
に
だ
れ
が 

火
花
が
の
こ
る
」  

 
 
 
 
  

関
原 

杏 

「
夏
休
み 

プ
ー
ル
に
行
っ
て 

も
ぐ
っ
た
よ 

そ
こ
が
ゆ
ら
ゆ
ら 

う
ご
い
た
み
た
い
」 

 
 
  

  

髙
橋 

咲
華 

「
お
り
が
み
で 

か
み
ひ
こ
う
き
を 

つ
く
っ
た
よ 

「
や
ー
」
と
ば
し
た 

ま
っ
す
ぐ
と
ん
だ
よ
」 

小
林 

楓
空 

 

「
な
つ
の
よ
る 

三
人
い
っ
し
ょ 

花
火
し
た 

バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
と 

ひ
か
り
が
上
が
っ
た
」 

 
 
 
 
  

加
藤 

望
乃 

【
一
年
生
】 「

と
う
さ
ん
と 

チ
ョ
コ
を
た
べ
た
よ 

と
ろ
け
た
よ 

あ
れ
れ
い
た
い
な 

む
し
ば
が
で
き
た
」 

  
 
 

鏡 

愁
護 

 
 

 
 

 

「
な
つ
や
す
み 

か
ぞ
く
み
ん
な
で 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

お
に
く
じ
ゅ
う
し
い 

ま
し
ゅ
ま
ろ
と
ろ
と
ろ
」 齋

藤 

彩
夢 

「
な
つ
や
す
み 

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
で 

カ
チ
ン
コ
チ
ン 

ゆ
か
が
つ
る
つ
る 

さ
む
く
て
な
い
た
」 

 

伊
藤 

琉
愛
羅 

「
な
つ
や
す
み 

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
で 

木
の
め
い
ろ 

な
か
な
か
で
れ
な
い 

む
ず
か
し
い
な
あ
」 

  

上
妻 

怜
空 

「
な
つ
や
す
み 

プ
ー
ル
で
み
ん
な
と 

あ
そ
ん
だ
よ 

み
ず
が
ひ
ん
や
り 

お
と
が
ぽ
ち
ゃ
ぽ
ち
ゃ
」 鈴

木 

ハ
ン
ナ 

「
い
も
う
と
の 

つ
ぐ
み
ち
ゃ
ん
を 

だ
っ
こ
し
て 

お
も
く
な
っ
た
ね 

せ
い
ち
ょ
う
し
た
ね
」 

 

齋
藤 

な
づ
那 

「
ゆ
う
え
ん
ち 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を 

や
っ
て
み
た 

や
っ
と
み
つ
け
た 

ざ
ん
ね
ん
ハ
ズ
レ
」 

 

小
林 

夏
季 

「
な
つ
や
す
み 

か
ぞ
く
み
ん
な
で 

お
す
し
や
さ
ん 

ま
ぐ
ろ
お
い
し
い 

ソ
ー
ダ
し
ゅ
わ
し
ゅ
わ
」 

 
  

佐
々
木 

陽
人 

「
か
ぞ
く
と
ね 

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
の 

え
い
が
み
て 

あ
っ
て
み
た
い
な 

え
い
が
の
ひ
と
に
」 

山
田 

紗
桜 

「
な
つ
や
す
み 
か
ぞ
く
み
ん
な
で 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

パ
パ
が
火
お
こ
し 

火
の
こ
パ
チ
パ
チ
」 

 

齋
藤 

進
志 

「
な
つ
や
す
み 

か
わ
に
み
ん
な
と 

つ
り
い
っ
て 

え
さ
が
な
い
の
に 

つ
れ
て
び
っ
く
り
」 

 
 

高
橋 

魁
翔 

「
な
つ
や
す
み 

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
の 

め
い
ろ
で
ね 

ぐ
る
ぐ
る
ま
よ
っ
て 

や
っ
と
で
ら
れ
た
」 

 

齋
藤 

風
羽 

「
な
つ
や
す
み
に 

み
ん
な
で
は
な
び
を 

し
た
ん
だ
よ 

ぴ
ん
く
や
き
い
ろ 

き
れ
い
だ
っ
た
よ
」 

山
口 

結
菜 

「
な
つ
や
す
み 

ア
ル
テ
ミ
ア
を 
そ
だ
て
た
よ 

え
さ
や
り
し
た
が 

だ
め
で
し
た
あ
」 

 
 

 
 

伊
藤 

連 

      
中
川
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  



 
 

 
 

  

 

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
五
十
九
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の   
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 

形
に
な
っ
た
。 

天
皇
の
法
律
顧
問
役
と
し
て
、
枢
密
院
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
天
皇
の
指
示
に
よ
り
、
勅
令
案
や
条
約
の
批
准
案
、
政

府
が
議
会
に
提
出
す
る
法
律
案
の
審
査
を
行
い
、
適
正
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
そ
の
結
果
を
天
皇
に
報
告
す
る
と
い
う

業
務
を
行
っ
て
い
た
。
構
成
員
は
、
枢
密
顧
問
官
と
呼
ば
れ
、

責
任
者
は
枢
密
院
議
長
だ
っ
た
。
こ
の
枢
密
顧
問
官
は
、
帝

国
議
会
の
議
員
や
内
務
大
臣
の
経
験
者
、
中
央
官
庁
の
次
官

経
験
者
、
帝
国
大
学
の
元
教
授
な
ど
か
ら
内
閣
が
推
薦
し
て

選
ば
れ
た
。
本
会
議
は
、
天
皇
臨
席
で
行
わ
れ
、
現
職
閣
僚

も
顧
問
官
と
し
て
参
加
し
た
。
枢
密
院
議
長
は
、
首
相
と
同

格
の
役
職
と
さ
れ
た
。 

〈
国
民
の
権
利
義
務
〉 

国
民
の
権
利
義
務
に
か
か
わ
る
事
柄
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
天
皇
の
名
で
出
さ
れ
る
「
法
律
」
と
呼
ば
れ
る
法
令
で

定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
天
皇
大
権
に
含
ま
れ
る
分
野

に
つ
い
て
は
、
担
当
大
臣
の
助
言
の
も
と
に
天
皇
の
名
で
出

さ
れ
る
「
勅
令
」
と
い
う
法
令
で
定
め
ら
れ
、
軍
事
に
関
し

て
は
、「
軍
令
」
と
い
う
軍
部
大
臣
の
助
言
の
も
と
に
天
皇
の

名
で
出
さ
れ
る
法
令
形
式
で
定
め
ら
れ
た
。
緊
急
時
に
は
、

国
民
の
権
利
義
務
に
関
し
て
も
、
政
府
の
判
断
で
、
天
皇
の

名
に
よ
る
「
勅
令
」（
緊
急
勅
令
）
を
発
す
る
こ
と
が
出
来
た

が
、
施
行
後
最
初
の
議
会
で
可
否
の
判
断
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。 

国
民
の
権
利
は
、
法
律
の
範
囲
内
と
い
う
制
限
つ
き
で
あ

る
が
、
言
論
や
思
想
の
自
由
、
居
住
や
職
業
の
自
由
な
ど
、

ひ
と
と
お
り
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
実
際

に
は
、
昭
和
改
元
の
時
点
で
、
新
聞
紙
法
、
出
版
法
、
治
安

警
察
法
、
治
安
維
持
法
、
軍
機
保
護
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
言

論
や
思
想
の
自
由
に
一
定
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。 

裁
判
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
名
の
も
と
に
、
大
審
院
を
頂

点
と
す
る
裁
判
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。 

（
次
回
は
、
天
皇
主
権
国
家
に
お
け
る
議
会
、
選
挙
制
度
な

ど
に
つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

 

（写真①） 

現
在
は
、
日
本
国
憲
法
の
下
、
国
の
最
高
意
志
決
定
は
国
民 

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
民
主
主
義
的
統
治
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
昭
和
改
元
時
の
国
家
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八

九
年
）
に
発
布
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
明
治
憲
法
）

の
下
で
、
天
皇
に
よ
る
統
治
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

〈
天
皇
主
権
の
国
家
と
は
ど
ん
な
国
家
だ
っ
た
の
か
〉 

戦
後
生
ま
れ
の
我
々
の
世
代
で
は
、
明
治
憲
法
下
の
国
家
社

会
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
想
像
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
が
、
古
川
隆
久
著
の
「
昭
和
史
」（
ち
く
ま
新
書
刊
）
で
は
、

天
皇
主
権
の
国
家
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 

憲
法
発
布
の
際
の
「
勅
語
」
で
は
、
明
治
天
皇
が
臣
下
で
あ 

る
人
び
と
（
臣
民
＝
国
民
）
に
憲
法
を
与
え
た
、
と
さ
れ
、
臣 

民
（
国
民
）
は
、
国
家
に
忠
実
に
し
て
国
家
に
殉
じ
る
存
在
と 

さ
れ
た
。 

 

憲
法
は
、
天
皇
が
国
民
に
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
は
天 

皇
の
家
来
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。 

本
文
で
は
、
大
日
本
帝
国
は
過
去
か
ら
将
来
ま
で
続
く
た
だ 

一
つ
の
家
系
で
あ
る
天
皇
家
の
長
男
が
最
高
権
力
者
と
し
て

代
々
治
め
て
い
く
、
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
国
家
主
権
を
行
使

す
る
の
は
天
皇
で
あ
る
と
す
る
、
天
皇
主
権
の
国
家
で
あ
っ
た
。

（
写
真
①
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
践
祚
時
の
昭
和
天
皇
ご
夫

妻
） 伊

藤
博
文
の
名
義
で
出
版
さ
れ
、
明
治
憲
法
の
公
定
の
解
釈

書
と
な
っ
た
「
憲
法
義
解
」
で
は
、
天
皇
は
神
の
子
孫
で
あ
り
、

天
皇
と
国
民
の
区
別
は
絶
対
的
な
も
の
と
さ
れ
た
。 

（写真②） 
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軍
隊
を
動
か
す
の
は
天
皇
の
権
限
と
さ
れ
た
。
他
に
、
官
庁
組 

織
、
官
吏
の
給
与
、
官
吏
の
任
免
、
教
育
制
度
、
宣
戦
・
講
和
、 

条
約
の
締
結
、
戒
厳
令
（
非
常
時
に
人
び
と
の
行
動
を
制
限
で
き 

る
法
令
）
の
発
動
、
緊
急
時
に
天
皇
が
全
権
を
掌
握
す
る
こ
と 

（
非
常
大
権
）
も
天
皇
の
権
限
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
天
皇
大 

権
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
非
常
大
権
が
発
動
さ
れ
れ
ば
独
裁 

国
家
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
結
局
一
度
も
発
動
さ
れ
る
こ
と
は
な 

か
っ
た
。 

 

天
皇
が
国
政
を
処
理
す
る
際
に
は
、
天
皇
大
権
に
含
ま
れ
る
事 

柄
の
場
合
も
、
必
ず
国
務
大
臣
の
助
言
を
必
要
と
す
る
と
定
め
ら 

れ
て
い
た
が
、
国
務
大
臣
の
助
言
に
従
う
義
務
は
な
か
っ
た
。 

憲
法
条
文
に
は
、
内
閣
と
い
う
文
字
は
な
い
が
、
実
際
に
は
国

務
大
臣
の
合
議
体
と
し
て
の
内
閣
が
あ
り
、
内
閣
管
制
と
い
う
法

令
（
勅
令
）
に
よ
っ
て
、
内
閣
の
首
班
と
し
て
総
理
大
臣
（
首
相
）

と
い
う
役
職
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
首
相
の
権
限
で
他
の
閣
僚
と

異
な
る
の
は
、
内
閣
の
ま
と
め
役
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。 

首
相
を
含
む
国
務
大
臣
の
任
免
権
は
天
皇
に
あ
っ
た
が
、
任
免

手
続
き
の
詳
細
は
憲
法
に
示
さ
れ
ず
、
総
理
大
臣
は
元
老
の
推
薦

に
も
と
づ
い
て
、
首
相
以
外
の
国
務
大
臣
は
首
相
の
推
薦
に
も
と

づ
い
て
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
首
相
に
は
意
に
反
す
る
閣
僚
を

解
任
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
。
元
老
は
法
令
上
の
根
拠
が
な
く
、

主
に
首
相
経
験
の
あ
る
長
老
政
治
家
の
中
か
ら
天
皇
が
指
名
し

た
。
明
治
改
元
時
点
で
は
西
園
寺
公
望(

写
真
②)

が
元
老
だ
っ
た
。

西
園
寺
の
意
向
に
よ
り
、
以
後
新
た
な
元
老
が
指
名
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
昭
和
十
五
年
西
園
寺
が
事
実
上
引
退
す
る
と
、
内
大
臣
が

首
相
経
験
者
（
重
臣
）
と
合
議
し
て
適
任
者
を
天
皇
に
推
薦
す
る 
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令和 4年 2月 1日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 

http://nakagawa-1.net/ 

公民館だより 

令和 4年１月 7日（金）、多くの来賓をお迎えし、中川地区の関係団体、施設、学校の代表の

方が一堂に会し、今年もコロナ感染防止のため式典のみとなりましたが、令和 4年中川地区新年

祝賀会が、気持ちも新たに開催されました。 

齋藤権現堂地区会長による市民憲章唱和（コロナ感染対策のため唱和はせず）に始まり、主催

者挨拶として、冨塚 和彦会長会会長の挨拶があり、中川地区表彰では、中川地区の交通事故防止

にご尽力いただいた高野地区の齋藤 喜久雄様（上山地区交通安全協会こまくさ支部長 20 年）、

また、福祉の向上に寄与されました権現堂地区の齋藤 繁様（民生児童委員 2期 6年）に表彰状

が授与されました。誠におめでとうございます。続いて、横戸市長、遠藤県議会議員、髙橋市議

会議員より来賓を代表してご挨拶を頂戴しました。その後、高野地区の山口博之さんにお謡を、

薄沢地区の齋藤秀雄さん（齋藤陸洲さん）に祝吟を披露していただき、新春にふさわしく厳かな

雰囲気となりました。最後に、中川地区のますますの発展を祈念し、山田館長の音頭により、万

歳三唱（コロナ感染対策のため三唱はせず）にてお開きとなりました。市長の挨拶の中にありま

したように、中川地区らしく知恵を絞って、今年もできることを精一杯やっていきたいと思って

おります。     

http://nakagawa-1.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 １月 12日（水）、中川小学校・山形盲学校１年生 15名
と中川粋いき倶楽部会員 10名の参加で、昨年はできなか
った「だんご木飾り作り交流会」が開催されました。中川
小学校家庭科室にて、会員さんと一緒に粉に水を入れこね
て色をまぜ、丸めて茹でる作業をしていき、色とりどりの
だんごが出来上がりました。作りながら「気持ちいい～」
「きれい～」「食べた～い」と楽しそうな子供たちの声が聞
こえてきました。その後、ふれあいホールに移動して、地
区の方からいただいた立派なミズキに、だんご、鯛飾りや
繭玉、子供たちが作った折り紙を飾っていき、見事なだん
ご木が完成しました！！がんばって作ってくれた児童の
皆さん、お手伝い頂きました粋いき倶楽部の皆さん、本当
にありがとうございました。 

 

1月 18日（火）の第１０回女性学級きらりでは、

会員の方と一般の方より参加者を募集し、「出前ス

ポーツ教室」の第２回目『ボディメンテ』を１０名

参加で、佐々木紀子先生より指導していただきまし

た。腰痛や肩こりの予防と緩和するエクササイズを

前半は座りながら、後半は立ちながら、心地よい音

楽に合わせて行いました。身体のあちこちを伸ばし

ていると痛気持ちよく、普段使っていないところが

すっきりとしていくのを感じました！！最終回と

なる３回目は２月２１日（月）≪太極拳≫ですが、  

定員に達したため募集は終了いたしました。 

 

第 8回中川粋いき倶楽部 

佐々木紀子先生 

12月 22日（水）、蔵王地区新開拓橋関連工

事現場へ、村山総合市庁建設部部長等が視察に

来市、上山市長、県議、地元市議も来ていただき

ました。地区からは、冨塚会長、松田副会長、蔵

王・永野地区会長等が同席し、早期完成を要望

しました。橋は３年前に完成していましたが、

取付道路の用地買収で時間を要していました。

県からは、来年度完成の目途が立ったとの話が

あり、新しい橋を使用するのが楽しみです。 

 



      行事予定  

 

2/1(火)   市報・館報 

2/2(水)   令和４年度予算審議会 

三者会、中川地区会長会  

公民館運営協議会 

2/5(土)    笑いと健康のつどい 
2/8(火)    第11回女性学級きらり 

2/14(月)  第11回そば打ち教室 

2/18(金)  第11回パソコンクラブ 
      子ども会育成会反省会 

2/21(月)    

2/25(金)  第９回粋いき倶楽部閉講式 

      体験講座「コケテラリウム作り」 

      

詩吟教室（火曜日） 2/8、15、22 

ピンポン愛好会（木曜日）2/3、10、17、24 

スポーツ麻雀愛好会 2/12、26（土曜日） 

          2/17（木曜日） 

行事予定 
 
 

3/1(火)   市報・館報・福祉村だより 

3/2(水)  施設訪問 

中川地区会長会  

公民館運営協議会 

3/4(金)  第12回女性学級きらり 

3/7(月)   第12回そば打ち教室 

3/8(火)   体験スポーツ教室「モルック」 

3/11(金)  第12回パソコンクラブ 

3/18(金)   会長会反省会 
3/23(水)  中川地区監査 

3/25(金)  中川地区会長会  

公民館運営協議会 

3/28(月)  令和４年度新会長顔合会 

       

詩吟教室（火曜日） 3/8、15，22 

  

スポーツ麻雀愛好会 3/5、19（土曜日） 

          3/24（木曜日） 

中川地区公民館では、各種講座を行って

おります。 
回覧文書をご覧ください❕ 

★パソコンクラブ 

パソコンの基礎から学んでみませんか？初心者大歓迎！ 

会費 無料 

★グラウンドゴルフ愛好会 

 4月～11月まで毎週月曜日楽しく体を動かします。 

年会費 有り      

★詩吟教室 

腹式呼吸で健康になろう。興味のある方はぜひ！ 

会費 無料       

★ウォーキング教室 

中川地区ならではのクアオルト体験をしましょう。 

会費 無料 

★そば打ち教室 

 初めての方ＯＫです。一緒に地域おこししませんか？  

材料代 有り（500ｇ５００円） 

★女性学級きらり 

 きらりと輝く活動を一緒に楽しみましょう。   

年会費、事業参加費有り  
★スポーツ麻雀愛好会 

脳の活性化にも！３ないルールでプレイしよう。 

会費 無料 

★ラージピンポン愛好会 

ラージボールで健康作りしませんか？ 

会費 無料 

 

 

 

日  時 令和4年2月25日（金） 

             19時00分～20時00分頃  

場  所 中川地区公民館 集会室 

参加資格 小学生から一般までの中川地区民 

（※学年によって条件が違います。） 

定  員 先着15名 

参加費 1,000円（１つ作成分） 

申 込 み 2月15日（火）まで、公民館まで電話にて 

お申込み下さい。（定員になり次第、受付終了。） 

体験講座  
 

日  時 令和4年3月8日（火） 

       10時3０分～11時３０分頃 

場  所 中川地区公民館 集会室 

参加資格 中川地区民 

定  員 先着12名 

参 加 料 ３００円かかりますが、今回は公民館で 

負担しますので、無料になります。 

申 込 み 公民館まで電話にてお申し込み下さい。

（定員になり次第、受付終了。） 

 

詳しくは地区回覧チラシを 

ご覧ください！ 



           

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
六
十
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の   
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
〈
明
治
憲
法
制
定
の
背
景
〉  

憲
法
制
定
当
時
の
事
情
と
し
て
、
欧
米
と
の
不
平
等
条
約
を 対

等
条
約
に
改
正
す
る
た
め
の
条
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
欧
米 並

み
の
法
制
度
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。  

し
か
し
、
一
方
で
明
治
維
新
と
そ
の
後
の
近
代
国
家
建
設
に 携

わ
っ
て
き
た
伊
藤
博
文
や
山
県
有
朋
ら
有
力
者
た
ち
（
藩
閥 政

治
家
）
は
、
自
由
民
権
運
動
を
、
富
国
強
兵
路
線
を
妨
げ
る 愚

か
な
動
き
と
み
な
し
、
自
由
民
権
運
動
が
国
家
の
運
営
に
な る

べ
く
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
憲
法
を
定
め
た
。
つ
ま
り
民 意

を
反
映
し
に
く
い
憲
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
写
真
②
は
、 伊

藤
博
文
で
あ
る
。
）  

実
は
、
そ
れ
で
は
権
力
者
が
権
力
に
し
が
み
つ
く
こ
と
に
な る

か
ら
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
と
異
論
を
唱
え
た
有
力
者
が 一

人
だ
け
い
た
。
大
隈
重
信
で
あ
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八 一

年
）
、
大
隈
は
、
議
員
内
閣
制
を
定
め
た
憲
法
を
す
ぐ
に
定 め

る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
書
を
天
皇
に
出
し
て
政
府
を
追
わ れ

た
。
「
明
治
十
四
年
の
政
変
」
で
あ
る
。 〈

改
元
当
時
の
中
央
官
庁
〉  

昭
和
に
改
元
し
た
当
時
の
中
央
官
庁
は
、
軍
人
で
構
成
さ
れ た

陸
軍
省
、
海
軍
省
の
ほ
か
、
内
務
省
、
大
蔵
省
、
外
務
省
、 文

部
省
、
逓
信
省
、
鉄
道
省
、
農
林
省
、
商
工
省
、
拓
務
省
な ど

が
あ
っ
た
。  

内
務
省
は
、
警
察
を
含
む
地
方
行
政
一
般
を
管
轄
す
る
だ
け で

な
く
、
道
府
県
に
知
事
や
管
理
職
も
派
遣
し
て
い
た
の
で
、 中

央
官
庁
中
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
か
っ
た
。
全
国
の
警
察
組 織

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
本
省
の
警
保
局
長
、
首
都
東
京
の
警
察
責 任

者
で
あ
る
警
視
総
監
は
特
に
重
要
な
役
職
と
さ
れ
、
警
保
局 長

を
ミ
ス
な
く
務
め
れ
ば
内
務
次
官
か
貴
族
院
の
勅
選
議
員 の

椅
子
が
待
っ
て
い
た
。  

鉄
道
省
は
国
鉄
の
運
営
に
加
え
、
民
間
運
輸
業
の
監
督
を
、 逓て
い

信
省
は
郵
便
や
電
信
電
話
の
運
営
に
加
え
、
放
送
事
業
の
監 督

を
管
轄
し
、
拓
務
省
は
植
民
地
や
海
外
移
民
関
係
の
行
政
を 管

轄
し
て
い
た
。
（
写
真
③
は
、
昭
和
三
年
一
月
に
完
成
し
た 首

相
官
邸
で
あ
る
。
） （

次
回
は
、
地
方
、
植
民
地
の
制
度
、
教
育
に
つ
い
て
記
述
す る

予
定
で
す
。）   

（写真①） 
〈
議
会
、
選
挙
制
度
〉  

昭
和
へ
の
改
元
時
、
現
在
の
国
会
に
あ
た
る
議
会
は
、
帝
国 議

会
で
あ
っ
た
。
公
選
制
の
衆
議
院
と
一
定
の
資
格
を
持
つ
人 び

と
か
ら
な
る
貴
族
院
の
二
院
制
で
あ
っ
た
。
両
院
は
対
等
、 両

院
で
意
見
が
異
な
る
場
合
は
、
両
院
協
議
会
で
協
議
す
る
こ と

に
な
っ
て
い
た
。
衆
議
院
の
任
期
は
、
今
と
同
じ
で
四
年
で あ

っ
た
。
東
京
の
永
田
町
に
あ
る
現
在
の
国
会
議
事
堂
は
ま
だ 工

事
中
で
、
使
用
開
始
は
、
昭
和
十
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ れ

ま
で
は
、
日
比
谷
に
仮
設
の
議
事
堂
が
あ
っ
た
。  

衆
院
の
選
挙
制
度
は
、
そ
も
そ
も
は
有
権
者
の
資
格
を
納
税 額

で
決
め
る
制
度
選
挙
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
四
年
の
衆
議
院 議

員
選
挙
法
の
改
正
（
普
通
選
挙
法
の
制
定
）
に
よ
り
、
昭
和 改

元
当
初
は
、
二
十
五
歳
以
上
の
男
性
に
選
挙
権
、
三
十
歳
以 上

の
男
性
に
被
選
挙
権
が
あ
る
男
子
普
通
選
挙
と
な
っ
て
い た

（
女
性
の
選
挙
権
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
国 民

の
五
分
の
一
が
有
権
者
と
な
っ
た
。 た

だ
し
、
改
元
時
こ
の
制
度
に
よ
る
総
選
挙
は
、
ま
だ
行
わ れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
る
初
の
総
選
挙
は
、
昭
和 三

年
に
行
わ
れ
た
。  

法
律
の
ほ
か
、
国
家
予
算
も
帝
国
議
会
で
可
決
し
な
け
れ
ば 効

力
が
な
か
っ
た
。
法
令
に
は
、
議
会
が
関
与
で
き
な
い
も
の （

勅
令
、
軍
令
、
条
約
）
が
か
な
り
あ
っ
た
が
、
国
家
予
算
は
、 議

会
で
審
議
し
て
多
数
決
で
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
有
効
に
な ら

ず
、
否
決
さ
れ
た
場
合
は
、
前
年
度
の
予
算
を
執
行
す
る
ほ か

は
な
か
っ
た
。  

（写真②） 

12 

〈
す
べ
て
を
超
越
し
た
天
皇
に
よ
る
統
治
〉  

憲
法
改
正
の
発
議
権
は
、
天
皇
だ
け
に
あ
り
、
議
会
両
院
で
そ れ

ぞ
れ
出
席
議
員
の
三
分
の
ニ
以
上
の
賛
成
が
必
要
と
さ
れ
た
。 か

な
り
改
正
し
に
く
い
規
定
で
あ
っ
た
。   

皇
位
継
承
や
皇
室
に
関
し
て
は
皇
室
典
範
と
い
う
法
令
が
制
定 さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
形
式
上
天
皇
が
単
独
で
制
定
し
、
改
正
に
は 内

閣
も
関
与
で
き
な
い
特
殊
な
法
令
で
、
改
正
は
男
子
皇
族
を
構 成

員
と
す
る
皇
族
会
議
を
経
て
天
皇
の
名
で
行
わ
れ
た
。
天
皇
の 絶

対
性
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
（
裕
仁
皇
太
子
）
は
、 大

正
天
皇
が
重
病
で
執
務
困
難
の
た
め
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一 

年
）
か
ら
摂
政
（
天
皇
の
代
理
）
を
務
め
て
い
た
が
、
裕
仁
皇
太 子

に
摂
政
就
任
を
決
め
た
の
は
こ
の
皇
族
会
議
で
あ
る
。（
写
真
① は

、
摂
政
時
代
の
昭
和
天
皇
で
あ
る
。
） 男

性
皇
族
は
軍
人
に
な
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
優 遇

さ
れ
て
い
る
も
の
ほ
ど
危
険
な
義
務
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う

「
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
実
際
、

昭
和
期
に
お
い
て
は
、
日
中
戦
争
勃
発
以
後
、
皇
族
将
校
が
何
人

か
出
征
し
、
戦
死
と
事
故
死
が
各
一
名
出
て
い
る
。  

皇
室
の
管
理
運
営
の
た
め
に
宮
内
省
が
あ
り
、
責
任
者
は
宮
内 大

臣
と
称
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
天
皇
の
政
治
顧
問
役
と
し
て
内
大 臣

と
い
う
総
理
大
臣
級
の
役
職
も
あ
り
、
主
に
国
務
大
臣
経
験
者 の

中
か
ら
選
ば
れ
た
。
こ
の
両
大
臣
の
任
免
権
は
天
皇
に
あ
っ
た
。  

結
局
の
と
こ
ろ
、
明
治
憲
法
は
、
具
体
的
な
条
文
で
は
欧
米
の 諸

憲
法
と
似
て
い
た
が
、
基
本
原
則
は
、
す
べ
て
超
越
し
た
存
在 で

あ
る
天
皇
が
永
遠
に
統
治
す
る
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
民 意

が
反
映
し
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い
た
。  

（写真③） 
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令和 3年 1月 �日 

発 行 中川地区公民館 
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http://nakagawa-1.net/ 

１公民館だよ 

 1 月 02 日（火）会員名で「でで「会着物生で「会地小作り」をで「会開催いた「し 3 ま。きら

もあででる、板垣さ会子催もあんに講師てだ会きらももブローチチ「、作り」をくし準備どれよい

うか選ぶけ楽な柄の地部分さす部同じ趣がしわビズ会子催もあしつ華。や皆部す部同じ 

 もブローチ「そぞズ会素け」敵準完成せき♪ズ会中川区育連絡協う議主少年ぶ準備。ロー女球け

技大んズグラうウン部分ドぶじもゴル。 84222フし準備柄供ち部分ドぶ女会１参加金曜う女雨コ

デ分ドさ同ドんしがィ女ショす部同じ 

 心配晴そぞ続デ同も、しけ楽協当。選女会おさ天さ気天部分ドそ技最年コん高ドす部同じ 

 

作り」をくし行準女こと会毎は女。さすだ雨じ 

http://nakagawa-1.net/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はがき作成、地区のお知らせ、 

家計簿管理どんと来い⁉ 

脳のトレーニング！ 
楽しい笑いで腹筋も！！ 

中川地区公民館広場内に、楽天モバイル基地局が設

置されました。開通時期は４月過ぎになるようです。 

出前スポーツ教室 
「太極拳」  「出前スポーツ教室」最終回の 3回目は、2月

21 日(月)に《太極拳》を 11 名の参加で、山口
仁先生に指導していただきました。太極拳は気血
の流れをよくし、肩こり・腰痛・ストレス解消・
集中力アップなどに大きな力を発揮すると言わ
れています。心地いい音楽を聞きながら、一つ一
つの動きを覚えて行きました。太極拳をするのが
初めての方ばかりだったので、「難しい～」との
声が上がっていましたが、先生に教えてもらいな
がら一生懸命取り組んでいました。 

来年度もまた、大好評の「出前スポーツ教室」
への参加をお待ちしております！！ 

  
スポーツ麻雀愛好会   ラージピンポン愛好会 

パソコンクラブ 

寒い冬でも、体がぽかぽかに 

なります！！ 

 

 ２月１８日（金）、上記反省会が行われ、
多くの感想・意見を伺うことができまし
た。中川地区の事業としては、1月開催予
定だった「雪と遊ぶ会」が、山形県にてコ
ロナ感染が拡大したため、感染防止のため
止む無く中止になりましたが、その他は全
て開催することができました。育成会の各
地区会長の皆様のご協力で、わんぱく広場
「サンドブラスト・ガラス彫刻教室」（子供
２８名参加）、少年少女球技大会「グラウン
ドゴルフ大会」（子供１８名参加）、しめ飾
り作り（子供９名参加）など、多くの子供
たちが参加してくれました。本当にありが
とうございます。出された意見を取り入れ
ながら、来年度もより良い育成会事業を開
催していきたいと思います。 

山口仁先生 



       
行事予定 

 
 

3/1(火)   市報・館報・福祉村だより 

3/2(水)  福祉村施設訪問 

中川地区会長会  

公民館運営協議会 

3/4(金)  第12回女性学級きらり 

3/7(月)   第12回そば打ち教室 

3/8(火)   体験スポーツ教室「モルック」 

3/11(金)  第12回パソコンクラブ 

3/18(金)   会長会反省会 

3/23(水)  中川地区監査 

3/25(金)  中川地区会長会  

公民館運営協議会 

  

3/28(月)  令和４年度新会長顔合会 

       

詩吟教室（火曜日） 3/8、15，22 

  

スポーツ麻雀愛好会 3/5、19（土曜日） 

          3/24（木曜日） 

 

中川地区公民館では、各種講座を 
行っております。 
（お気軽にお問い合わせください！！） 

★パソコンクラブ 

パソコンの基礎から学んでみませんか？初心者大歓迎！ 

会費 無料 

★グラウンドゴルフ愛好会 

 4月～11月まで毎週月曜日楽しく体を動かします。 

年会費 有り 

（12月～３月までは体力作りでラージピンポンをしています。） 

★詩吟教室 

腹式呼吸で健康になろう。興味のある方はぜひ！ 

会費 無料                                    ★ウォーキング教室 

中川地区ならではのクアオルト体験をしましょう。 

会費 無料 

★そば打ち教室 

 初めての方ＯＫです。一緒に地域おこししませんか？  

材料代 有り（500ｇ５００円） 

★女性学級きらり 

 きらりと輝く活動を一緒に楽しみましょう。   

年会費、事業参加費有り  ★スポーツ麻雀愛好会 

脳の活性化にも！３ないルールでプレイしよう。 

会費 無料 

★ラージピンポン愛好会 

ラージボールで健康作りしませんか？ 

会費 無料 

 

 

 

日  時  令和4年3月25日（金） 

        19時0０分～20時0０分頃 

場  所  中川農業者等トレーニングセンター 

参加資格  小学生以上の中川地区民 

定  員  先着12名 

参 加 料  無料 

申 込 み  公民館まで電話にてお申し込み下さい。

（定員になり次第、受付終了。） 

 

 

 

詳しくは地区回覧チラシを   

ご覧ください！ 

  行事予定 
 

4/1(金)   市報・館報 

4/4(月)   中川児童センター入所式 

  

    中川地区合同懇談会 

4/6(水)   戦没者追悼式代表者会議 

4/8(金)  中川小学校、北中学校入学式 

第1回主事部、体育部合同会議  

第1回体育部会 

粋いき倶楽部代表者会議 

4/12(火) 中川福祉村第1回実行委員会 

4/15(金)  第１回パソコンクラブ 

第１回子ども会育成会 

4/19(火) 第１回そば打ち教室 

4/20(水) 第62回中川福祉村村議会 

4/21(木)  

4/22(金) 中川地区戦没者追悼式 

4/26(火)  第1回女性学級きらり開講式 

4/27(水) 上山市地区会長会議 

4/28(木)  第1回ウォーキング 

里山体験きのこ作り教室 

詩吟教室（火曜日） 4/5、12、19 

ピンポン愛好会（木曜日）  

スポーツ麻雀愛好会 4/9、23（土曜日） 

       4/14  （木曜日） 

グラウンドゴルフ愛好会（月曜日） 

          4/4、11、18、25 



           

 お
ら
ほ
の
中
川 
〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 
第
百
六
十
一
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、
問
わ
ず
語
り 
（
そ
の   
）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

 
校
の
就
学
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
短
期
間
で
も
通
学
し
た
こ
と
が
あ
る
子
ど

も
の
率
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
六
年
間
通
学
し
て
卒
業
し
た

子
ど
も
が
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
な
る
の
は
、
昭
和
五
～
十
年
（
一

九
三
〇
年
代
前
半
）
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
高
等

小
学
校
（
就
学
期
間
二
年
）
を
経
て
社
会
に
出
る
人
が
そ
の

次
に
多
か
っ
た
。
高
小
は
、
現
在
の
公
立
中
学
校
に
相
当
す

る
学
校
で
、
尋
常
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
た
。 〈

高
等
教
育
の
制
度
、
進
学
状
況
〉  

高
学
歴
を
求
め
る
人
の
多
く
は
、
男
性
な
ら
中
学
校
、
女 性なら高等女学校に進学した。いずれも五年制で、 現在の中学校一貫校に相当する。中学、高女への進 学率は、昭和改元時点で、二割から三割程度、女性 の方の進学率が格段に低かった。 更なるエリートを目指すのであれば、専門学校、 高等学校あるいは大学予科（三年制）があった。大 学に進みたければ高等学校又は大学予科に進学する必要があった。大学進学率は、国公立、私立合わせて数パーセントにすぎない超エリートであった。文学部はなかなか定員に満たず、高等学校を卒業できれば希望者はほぼ無試験で入学できた。  

大
学
は
三
年
制
で
、
帝
国
大
学
は
植
民
地
を
含
め
て
九
つ あったが、高等学校卒業が入学条件であり、高等学 校も帝国大学も学費が高く、入れる人数も少なかっ たため、高学歴を求める人の多くは、主な私立大学 に併設されていた三年制の専門部に進学した。また

、 尋常小学校を出て社会に出た人も、自治体が設けた 青年学校（夜間に開設）や通信教育でさらに学んで いた人が少なくなかった。（写真③は、昭和六年当時 の東京駅の出勤風景。女性の職場進出が始まった時 期とされる。） 写真①は、集英社文庫「そうだったのか！朝鮮半 島」池上彰著より、写真②③は、写真集「女たちの昭和史」より、文章は「昭和史」ちくま新書・古川隆久著より引用した。 （次回は、軍隊について記述する予定です。）   
（写真①） 

〈
地
方
の
制
度
〉  

地
方
制
度
は
、
一
道
三
府
四
十
三
県
の
下
に
市
町
村
が
あ った。東京都と特別区が誕生するのは、昭和十八年 （一九四三年）のことで、それまでの東京は、東京 府の下に東京市があった。それ以外は、現在とほぼ 同じである。ただし、道府県知事（東京都誕生時点 の東京都長官も）が公選制になったのは戦後のこと で、当時は内務省で採用したエリート官僚が派遣 された。道府県の管理職も同じだった。公選の道府 県議会もあったが、その権限は県の予算と県独自の 徴税に関連したことだけだった。つまり、道府県は、 半分は国の出先機関、半分は自治体だった。これは フランスなど、ヨーロッパの中央集権的な国にみら れた仕組みと同じであった。  

市
町
村
は
、
完
全
な
自
治
体
だ
っ
た
が
、
市
町
村
長
は
市 町村議会で選挙する間接選挙制であった。ただし、 議員の中から選ぶ必要はなく、地元の有力者から選 んだり、行政能力や中央官庁への発言力を 期待して 内務官僚経験者を招くことが多かった。ちなみに、 都道府県以下の地方議会の議員も、昭和元年（一九二六年）に男子普通選挙となった。 〈

植
民
地
の
制
度
〉  

植
民
地
の
う
ち
、
台
湾
と
朝
鮮
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
総 督府と朝鮮総督府（写真①）が置かれ、警察を含む 行政全般を管理し、責任者の総督は、天皇の代理と して、法令や諸制度のみならず教育内容に至るま （写真②） 

13 
で
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
総
理 大臣とほぼ同格の役職とされた。 関東州、樺太、南洋諸島には、それぞれ関東庁

、

樺
太
庁
、
南
洋
庁
と
い
う
行
政
管
理
機
関
が
置
か
れ
、
総
督

や
長
官
は
す
べ
て
日
本
人
だ
っ
た
。
台
湾
や
朝
鮮
で
は
自

治
運
動
も
あ
っ
た
が
、
原
住
民
の
公
選
に
よ
る
自
治
議
会

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 〈

義
務
教
育
は
、
国
家
至
上
主
義
的
な
教
育
が
行
わ
れ
た
〉  

当
時
の
義
務
教
育
は
、
六
年
制
の
尋
常
小
学
校
だ
け
だ ったが、その時点での義務教育六年制は諸外国で も同じであった。 三年生からクラスが男女別となった。教科書は

、

明
治
後
半
か
ら
国
定
で
、
日
本
史
（
当
時
は
国
史
と
い
っ

た
。
）
で
は
、
国
家
成
立
の
事
情
を
正
当
化
す
る
た
め
に
神

話
を
事
実
と
し
て
記
載
し
た
「
日
本
書
記
」
の
内
容
が
事
実

と
し
て
教
え
ら
れ
、
日
本
は
、
建
国
か
ら
二
、
五
〇
〇
年
以

上
た
つ
世
界
最
古
の
国
で
あ
り
、
し
か
も
一
度
も
絶
え
た

こ
と
の
な
い
天
皇
家
が
治
め
る
と
い
う
、
世
界
に
例
の
な

い
あ
り
が
た
い
国
だ
、
と
教
え
ら
れ
た
。   

ま
た
、
修
身
と
い
う
科
目
が
あ
り
、
絶
対
的
な
天
皇
観
を もとに、国家に命じられた場合には私利私欲を捨 てて国家に尽くすことが日本人として最も良い生 き方だと教えられた。（写真②は、当時の授業風景） 〈

義
務
教
育
後
の
進
学
状
況
〉 昭和改元時、尋常小学校

卒
業
生
の
ほ
ぼ
半
数
が
社 会に出た。公的な統計では、明治末における小学   

（写真③） 


